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■
保
育
所
保
育
料
の
負
担
軽
減

　

国
の
保
育
料
基
準
に
対
し
て
、
お
お
む

ね
75
％
に
設
定
し
て
お
り
、
県
内
11
市
の

中
で
は
2
番
目
に
低
廉
な
保
育
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
金
を
無

料
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
県
内
市
部

で
は
西
条
市
だ
け
の
も
の
で
す
。

■
特
別
保
育
事
業

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
延
長
保
育
、
休
日
保
育
、

一
時
保
育
、
障
害
児
保
育
、
病
児
・
病
後

児
保
育
な
ど
幅
広
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

　

所
得
税
非
課
税
世
帯
の
身
体
障
害
者
手

帳
3
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ｂ
を
所
持
す

る
方
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
自
己
負
担
額

の
全
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
県

内
の
市
部
で
は
、
当
市
と
四
国
中
央
市
だ

け
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

子
育
て
支
援

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
に

障
害
者
支
援

障
害
の
あ
る
人
も
安
心
し
て
地
域
で
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

特別保育を実施するなど保育サービスの充実に
努めている保育所

一次救急医療の充実・強化を図る拠点施設として今
年７月に開設予定の「西条市休日夜間急患センター」

（イメージ図）

西条市

県平均

県下11
市平均

保育所保育料

０ 50 100

76.7

81.1

81.5

■：国の保育料の基準を 100 とする場合

西条市

県平均

県下11
市平均

０

76.7

児童クラブ利用料

50002500

※０円

3600 円

3500 円

月額：（円）

障害者と健常者がふれあいを通じて相互理解と関心を
高め、障害者の社会参加を進めるふれあいの運動会

　

西
条
市
で
は
、
市
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
で
幸
せ
な
生
活

を
実
感
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
保
健
・
福
祉
の
分
野
で
は
、
市
独
自
に
特
徴
的
・
先
進
的
な
施
策
を
数

多
く
展
開
し
て
お
り
、
今
回
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■
長
寿
祝
金

　

毎
年
、
敬
老
の
日
を
中
心
に
安
否
確
認

を
行
い
な
が
ら
、
75
歳
以
上
の
ご
高
齢
の

皆
さ
ん
に
長
寿
祝
金
３
０
０
０
円
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

■
見
守
り
推
進
員

　

健
康
に
何
ら
か
の
不
安
が
あ
る
70
歳
以

上
の
ご
高
齢
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
定
期

的
な
戸
別
訪
問
を
行
い
安
否
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推

進
、
内
発
型
産
業
の
振
興
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
積
極
的
な
産
業
振
興
施
策
の
展
開
に

よ
り
、
西
条
市
は
県
内
の
ほ
か
の
地
域
と

比
べ
良
好
な
雇
用
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
10
月
末
現
在
の
世
帯
保
護
率

は
１
・
０
２
㌫
で
あ
り
、
人
員
保
護
率
も

０
・
４
９
㌫
と
県
下
11
市
で
最
も
低
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
高
齢
の
方
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
、
福
祉
基
金
を
活
用
し
て
国
の
法

制
度
の
適
用
を
受
け
な
い
部
分
を
補
完
す

る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
福
祉
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
高
齢
者
、重
度
障
害
者
（
児
）
タ
ク
シ
ー

　

利
用
助
成
事
業

○
高
齢
者
、
在
宅
寝
た
き
り
等
心
身
障
害

　

者
（
児
）
紙
お
む
つ
支
給
事
業　

○
シ
ル
バ
ー
カ
ー
購
入
費
補
助
金　

な
ど

■
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
事
業

　

65
歳
以
上
の
ご
高
齢
の
皆
さ
ん
な
ど
を

対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
健
康
診
査
事
業

　

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
（
胃
が
ん
、
肺

が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
前
立
腺

が
ん
、
大
腸
が
ん
、
腹
部
超
音
波
検
診
）

を
県
内
の
市
部
で
は
西
条
市
だ
け
の
取
り

組
み
と
し
て
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
事
業

生
活
に
困
窮
す
る
方
に
対
し
て

高
齢
者
支
援

安
心
で
き
る
長
寿
生
活
を
送
る
た
め
に

福
祉
基
金
事
業

き
め
細
や
か
な
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に

健
康
づ
く
り
支
援
事
業

誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

多年にわたり社会に貢献された皆さんのご長寿を祝う敬老会

市民の健康づくりを応援する
担当職員が、おそろいのポロ
シャツ「元気なまち応援隊」
を作成し積極的に事業を推進

台風12号で孤立した地区住民
の健康管理のために市保健師
が巡回訪問を実施

西条市

県平均

県下11
市平均

０

76.7※０円

（円）

特定健診個人負担金

1000500

560 円

850 円

西条市

県平均

県下11
市平均

０

76.7※０円

（円）

がん検診個人負担金

70003500

6110 円

6350 円

西条市

県平均

県下11
市平均

０

76.7

世帯保護率

2.5 ５

1.02％

2.77％

2.86％

（％）■子育て支援
　市庁舎別館女性児童福祉課
　℡0897－52－1337
■障害者支援・福祉基金事
　業・生活保護事業
　市庁舎別館社会福祉課
　℡0897－52－1214（障害）
　℡0897－52－1288（福基）
　℡0897－52－1297（生保）
■高齢者支援
　市庁舎別館高齢介護課
　℡0897－52－1292
■健康づくり支援事業
　総合福祉センター健康増進課
　℡0897－52－1215

【お問い合わせ】
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平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
西
条
市
に
住
所

の
あ
る
方
で
…

○
平
成
23
年
中
に
営
業
・
農
業
・
不
動
産
（
地

　

代
・
年
貢
等
を
含
む
）・
日
雇
い
・
ア
ル
バ

　

イ
ト
等
の
収
入
が
あ
っ
た
方

○
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
っ

　

た
方

※
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
所

　

得
税
の
申
告
が
不
要
な
方
も
、
市
県
民
税
の

　

申
告
が
必
要
で
す
。

○
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

　

い
方
や
、
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

　

い
る
方

○
生
命
保
険
満
期
等
の
受
取
金
・
生
命
保
険
契

　

約
に
基
づ
く
年
金
（
個
人
年
金
）・
配
当
金

　

等
が
あ
っ
た
方

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

※
収
入
が
な
い
方
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

○
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
さ

　

れ
る
方

○
給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
年
末
調
整
を
受
け

　

ら
れ
た
方

※
医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
ら
れ

　

る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

○
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
年
金
収
入
が
一
定

　

額
（
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
65

　

歳
未
満
の
方
は
98
万
円
、
65
歳
以
上
の
方
は

　

１
４
８
万
円
）
以
下
で
、
所
得
税
が
源
泉
徴

　

収
さ
れ
て
い
な
い
方

申
告
が
必
要
な
方
は

申
告
の
必
要
が
な
い
主
な
方
は

　

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
時
期
で
す
。
申
告
日
程
表
を

ご
覧
の
上
、
期
間
中
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所
得
税

の
申
告
で
税
務
署
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
方
、
青
色
申
告
の
方
、
土
地
や

株
式
の
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
方
は
、
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●市庁舎本館市民税課　市民税係
　℡0897－52－1317
●東予総合支所税務課　税務係
　℡0898－64－2700　内線121
●丹原総合支所総務課　税務係
　℡0898－68－7300　内線214
●小松総合支所総務課　税務係
　℡0898－72－2111　内線114

お
問
い
合
わ
せ
先

16日㈭ 16日㈭

17日㈮

20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日㈭

24日㈮

27日㈪

28日㈫

29日㈬

１日㈭
２日㈮
５日㈪

６日㈫
７日㈬
８日㈭

９日㈮
12日㈪
13日㈫

14日㈬
15日㈭

17日㈮
20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日㈭

24日㈮
27日㈪

29日㈬
１日㈭
２日㈮
５日㈪

６日㈫

７日㈬
８日㈭

９日㈮

12日㈪

13日㈫
14日㈬
15日㈭

8：30～16：30 8：45～16：00

8：45～15：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～15：00

8：45～16：00

8：45～16：00

9：00～11：00

8：45～15：00

14：00～16：00

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30
8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30
8：30～16：30

9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00
9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00
9：00～16：00
8：30～16：30

宮之内、大野、福成寺
実報寺、旦之上、河之内
黒谷、広岡、石延、安用

三津屋、三津屋南、三津屋東

国安、新市、高田、桑村
安用出作、新町、上市

石田、玉之江、広江、今在家
周布、吉田
北条

禎瑞

橘

神戸

玉津

加茂

大町

神拝

西条

市内全地区

日　程 時　間 対象地区 会　場 日　程 時　間 対象地区 会　場

大新田、壬生川、明理川
円海寺、喜多台

市内全地区

大新田、壬生川

国安、高田、新市、桑村

三芳
河原津、河原津新田、楠

河原津、河原津新田、楠、三芳

宮之内、大野、福成寺
実報寺

東予総合支所
３階

禎瑞公民館

飯岡 飯岡公民館

橘公民館

神戸公民館

8：45～16：00
氷見 氷見公民館

大保木 大保木公民館

加茂公民館

玉津公民館

市庁舎別館
５階

28日㈫ 9：00～16：00 北条 多賀公民館
周布、吉田 周布公民館

石田、玉之江、広江、今在家

国安公民館

吉井公民館

安用出作、新町、上市
広岡、石延、安用 吉岡公民館

壬生川公民館

三津屋、三津屋南、三津屋東
明理川、円海寺、喜多台 壬生川公民館

庄内公民館

旦之上、河之内、黒谷 庄内公民館

楠河公民館

東予総合支所３階

三芳公民館
（農村環境改善センター）

２
月

２
月

３
月

３
月

▼東予地区　申告受付日程表 ▼西条地区　申告受付日程表
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◆
平
成
23
年
中
の
所
得
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

○
源
泉
徴
収
票

○
営
業
・
農
業
・
不
動
産
収
入
の
あ
る
方
は
、

　

収
入
額
や
経
費
の
分
か
る
帳
簿
、
通
帳
、
固

　

定
資
産
税
課
税
明
細
書
な
ど

◆
平
成
23
年
中
の
控
除
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

○
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
生
命
保
険
・
地
震
保

　

険
等
の
控
除
証
明
書
、
医
療
費
控
除
を
受
け

　

ら
れ
る
方
は
医
療
費
の
領
収
書
な
ど

◆
印
鑑
（
認
印
で
か
ま
い
ま
せ
ん
）

◆
申
告
さ
れ
る
方
名
義
の
金
融
機
関
・
口
座
番

　

号
が
分
か
る
も
の
（
所
得
税
の
還
付
が
生
じ

　

た
際
に
必
要
に
な
り
ま
す
）

○
各
種
控
除
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

　

等
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
の
発
行
が
で
き

　

ま
せ
ん
。

○
申
告
期
間
中
は
、
税
務
担
当
職
員
が
公
民
館

　

等
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
下
表
の
日
程
等
を

　

ご
確
認
の
上
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
会
場
で

　

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
都
合
が
つ
か
な
い

　

場
合
は
、
別
の
会
場
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
申
告
会
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に

　

２
日
間
以
上
申
告
受
付
を
行
っ
て
い
る
会
場

　

の
場
合
、
初
日
は
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
玉
津
地
区
の
方
は
、
玉
津
公
民
館
は
大
変
込

　

み
合
い
ま
す
の
で
、
３
月
２
日
以
降
の
市
庁

　

舎
別
館
で
の
申
告
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
氷
見
地
区
の
方
は
、
２
月
24
日
に
小
松
総
合

　

支
所
で
も
申
告
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

　

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
病
院
ご

　

と
、
個
人
ご
と
に
、
支
払
金
額
を
事
前
に
計

　

算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
計
算
は
収
支

　

計
算
で
行
い
ま
す
。
収
入
状
況
や
経
費
な
ど

　

が
把
握
で
き
る
資
料
な
ど
必
要
書
類
を
ま
と

　

め
、
集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
収
支
内
訳
書
は
、
税
務
署
、
市
庁
舎
本
館
市

　

民
税
課
、
東
予
総
合
支
所
税
務
課
、
丹
原
総

　

合
支
所
総
務
課
税
務
係
・
小
松
総
合
支
所
総

　

務
課
税
務
係
に
あ
り
ま
す
。

○
市
役
所
か
ら
申
告
書
の
送
付
が
あ
っ
た
方
は

　

申
告
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
返
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
保
険
料
等
の
控
除
を
受
け
る
場
合

　

は
、
支
払
い
を
証
明
す
る
も
の
を
申
告
書
に

　

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
。

○
公
民
館
で
申
告
受
付
を
行
っ
て
い
る
日
は
、

　

市
庁
舎
本
館
、
各
総
合
支
所
で
は
申
告
受
付

　

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
公
民
館
へ
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

申
告
の
と
き
持
っ
て
い
く
も
の

申
告
を
し
な
い
と

申
告
期
間
中
の
お
願
い

次
の
事
項
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

注
意
事
項

16日㈭

12日㈪
13日㈫
14日㈬
15日㈭

16日㈭

17日㈮

20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日㈭

24日㈮

27日㈪

28日㈫

29日㈬

１日㈭

２日㈮

５日㈪
６日㈫

７日㈬

９日㈮
12日㈪
13日㈫
14日㈬
15日㈭

17日㈮

20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日㈭

24日㈮

27日㈪

28日㈫

29日㈬

１日㈭

２日㈮
５日㈪

６日㈫
７日㈬

８日㈭

９日㈮

8：30～16：30

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

鞍瀬、明河、千原、楠窪
臼坂

田滝、田滝前、徳能出作

安井、明穂

西大頭、中大頭、東大頭

妙口上、妙口下

妙口原、都谷

大郷、湯浪

岡村、藍刈

氷見

川原谷、舟山

中西北町、宝来、玉河

新屋敷、一之宮団地

駅前、新宮、藤木

北川、大開団地

南川、石鎚団地、石鎚

一本松

８日㈭ 8：30～16：30 旧藩、御殿、東町、横町本町、旭町、坂の下

市内全地区

古田

高知、徳能

長野

田野上方、北田野

高松、川根

関屋、湯谷口、寺尾

石経、志川、明穂

来見

今井

久妙寺、南部

池田

丹原

願連寺

市内全地区

日　程 時　間 対象地区 会　場日　程 時　間 対象地区 会　場

桜樹公民館

徳田公民館
石根公民館

小松総合支所
２階ホール

小松総合支所
２階ホール

田野公民館

中川公民館

丹原総合支所
２階

２
月

２
月

３
月

３
月

▼丹原地区　申告受付日程表▼小松地区　申告受付日程表

広報さいじょう　2012　２月号5



　

政
府
が
地
域
限
定
で
規
制
を
緩
和
し
、

予
算
や
税
制
の
面
で
も
優
遇
す
る
「
総

合
特
区
」
に
、
当
市
が
提
案
し
た
「
西

条
農
業
革
新
都
市
総
合
特
区
」
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
指
定
さ
れ
た
の
は
、
第
一
次
申

請
の
あ
っ
た
全
国
88
地
域
の
う
ち
33
地

域
で
、
総
合
特
区
の
う
ち
、
国
際
競
争

力
を
高
め
る
拠
点
づ
く
り
を
め
ざ
す

「
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
に
は
７
地

域
、
地
域
の
活
力
を
高
め
る
「
地
域
活

性
化
総
合
特
区
」
に
は
26
地
域
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
「
西
条
農
業
革
新
都

市
」
は
「
地
域
活
性
化
総
合
特
区
」
に

該
当
し
ま
す
。

　
「
西
条
農
業
革
新
都
市
総
合
特
区
」

は
、
企
業
と
地
域
農
業
者
が
連
携
し
た

新
し
い
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立

し
、
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

都
市
圏
へ
の
販
路
開
拓
、
加
工
施
設
の

整
備
な
ど
食
関
連
産
業
の
集
積
、
先
進

機
器
を
導
入
し
た
効
率
的
農
業
の
実
現
、

土
地
改
良
区
に
よ
る
小
水
力
発
電
の
導

入
な
ど
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
総
合
特
別
区
域
ご
と
に
設

置
さ
れ
る
国
と
地
方
の
協
議
会
を
経
て

具
体
化
し
た
規
制
の
特
例
措
置
等
を
定

め
た
総
合
特
別
区
域
計
画
を
策
定
し
た

上
で
、
国
と
地
方
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館

　

農
業
革
新
都
市
推
進
室

　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
０

昭和19年から38年余の長きにわたり、学校教
育に携わり、児童生徒の教育と健全育成に尽
力されるとともに、義務教育の伸展に多大な
貢献をされました。

手話通訳や、パソコンでの要約筆記などの障
害者ボランティアを行い、現在もサークルの
会長として積極的に活動されています。

楠橋絵美氏
（大町）

「西条農業革新都市総合特区」
　政府の地域指定に

　　　　　　

　西条市ではＮＴＴドコモが提供している緊急速報サー
ビスを活用し、災害情報を２月１日より配信します。
　新たな費用負担やメールアドレスの登録は不要です。

　現在はＮＴＴドコモのみの提供ですが、今後ほかの携
帯電話会社でも同様のサービス提供が開始された場合に
は、順次拡大対応していく予定です。

■配信情報　緊急性の高い災害情報を予定
○避難や津波に関する情報
○土砂災害警戒情報　など

■対応機種　2007年秋冬モデル以降の携帯電話
※機種によっては次の設定が必要です。「メール設定」
　→「エリアメール設定」→「受信設定」→「利用する」
※不明な点があれば、ドコモショップでご確認ください。

お詫びと訂正　１月号８ページに掲載した越智賢氏の経歴に「多賀分団長」とありましたが、正しくは「東予市消防団本部分団長」
　　　　　　　の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

ＮＴＴドコモ「エリアメール」の配信サービスを開始します

問合せ　市庁舎本館危機管理課　℡0897－52－1282
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12
月
定
例
会
は
、
６
日
か
ら
22

日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
条
例
案
・
各
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
案
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

各
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

各
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。（
指
定
期
間
は
平
成
24
年
４

月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日
）

　

指
定
す
る
施
設
と
指
定
管
理
者

は
次
の
と
お
り
。

○
障
害
者
共
同
作
業
所

　

（福）
あ
お
い
会

○
老
人
憩
の
家
、
丹
原
高
齢
者
生

　

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
松
生
き

　

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
丹

　

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
松
地
域

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（福）
西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
や
す
ら
ぎ
苑　

道
前
総
業
㈲

○
本
谷
温
泉
館　

㈱
キ
ャ
ッ
プ

○
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
大
保
木
を

よ
く
す
る
会　

西
条
市
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
条
例
に
つ
い
て

　

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
管
理
運
営
す
る
た
め
、
所

要
の
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

西
条
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
つ
い
て

　

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
を
定
め
、
本
市
に
お
け
る

健
全
な
社
会
経
済
活
動
の
発
展
と

市
民
等
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を

確
保
す
る
た
め
、
所
要
の
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

西
条
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
条
例
改

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

西
条
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個
人

市
民
税
に
つ
い
て
所
要
の
条
例
改

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
（
第
７
回
）

○
補
正
額　

２
億
７
２
５
４
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
３
９
億
８
１
８
５
万
円

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
農
業
の
振
興
】

○
団
体
営
基
盤
整
備
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

７
２
５
８
万
円

【
医
療
体
制
の
充
実
】

○
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
整
備

　

事
業　
　
　
　

２
８
６
０
万
円

【
救
急
活
動
の
充
実
】

○
東
消
防
署
橘
出
張
所
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
４
０
万
円

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

○
柚
ノ
木
線
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
０
万
円

○
喜
多
川
朔
日
市
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
２
３
１
万
円

○
第
２
期
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り

　

基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
８
０
０
万
円

【
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
】

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

導
入
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
０
５
９
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

△
４
５
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
３
０
億
６
８
５
５
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

△
１
２
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

94
億
３
９
４
０
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
15
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
４
６
１
５
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計　

○
補
正
額　
　

△
１
０
２
３
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

37
億
３
１
２
５
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別

会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
11
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
６
５
７
３
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計　

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
19
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
３
９
０
０
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

△
２
１
８
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　

13
億
４
３
１
万
円

※
「
△
」
は
減
額
を
意
味
し
ま
す
。

人
事
案
件
２
件
に
同
意

　

最
終
日
の
22
日
に
人
事
案
件
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

髙
橋　

德
氏
の
後
任
。

○
今
井
博
志
氏
（
小
松
町
南
川
）

　

現
在
西
条
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会

長
、
小
松
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
、
西

条
市
体
育
指
導
委
員
等
の
要
職
に

就
任
。
今
井
自
動
車
整
備
工
場
代

表
。

公
平
委
員
会
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
。

○
青
木
千
歳
氏
（
神
拝
甲
）

　

昭
和
39
年
11
月
に
西
条
市
役
所

に
入
職
、
職
員
課
な
ど
を
経
て
平

成
６
年
３
月
退
職
。

国
際
感
覚
豊
か
な
職
員
の
育
成
を
め
ざ
し
て

市
職
員
を
中
国
へ
派
遣

　

市
で
は
、
中
国
国
内
の
情
報
収
集
や
現
地
と
の

交
流
推
進
、
国
際
感
覚
豊
か
な
職
員
の
育
成
を
目

的
に
、
市
職
員
（
川
口
佐
智
主
任
）
を
外
務
省
へ

派
遣
し
ま
し
た
。

　

川
口
主
任
は
、
外
務
省
で
の
実
務
研
修
を
経
て

中
国
の
在
外
公
館
へ
外
交
官
と
し
て
赴
任
し
、
ビ

ザ
発
給
や
邦
人
援
護
な
ど
の
領
事
業
務
な
ど
に
従

事
す
る
予
定
で
す
。
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          This is 
　西条市消防本部・消防署は、市民の皆さんを火災の被害から保護するとともに、地震や暴風雨等の災害被害の拡大

防止、さらに病気やケガをした人を迅速に医療機関へ搬送するなど、命に直結した重要な役割を担っています。

    １年 365 日昼夜を問わず、皆さんの安全で安心な市民生活を支えるために、今日も消防は頑張っているのです。

　救急車は１秒でも早く傷病者のいる現
場に駆けつけるため緊急走行しますが、
その際に赤色回転灯をつけサイレンを鳴
らして走行することが法律で定められて
います。現場に近づき安全が確保できた
時点でサイレンを止めることはできます
が、それまでの間は安全確保のために、
サイレンを鳴らす必要があります。
　この点をご理解願います。

　火災や救急現場に出動する消防士は、
右の写真のとおり朝８時30分から翌朝８
時30分まで勤務して、次の職員と交替し
ます。ただし、消防本部などの職員は、
月曜日から金曜日の８時30分から17時15
分までの勤務体制となっています。

　消防士が普段着ている紺色の活動服は
防炎性能を備えており、燃えにくくなっ
ています。また、火災現場で着用する防
火服は耐熱性能があり、1,200度の高温
に約10秒間耐えられるものですが、実際
にはそれを着ている消防隊員が、その温
度に耐えることができません。

緊迫の火災・救助現場 消防署のある１日に密着！

▲
１
１
９
番
入
電
！

　
　

 

急
病
人
発
生
、現
場
へ
急
行
！

▲

市
内
に
２
千
５
百
以
上
あ
る

　
　
　
　

消
防
水
利
を
常
に
点
検

▲

朝
も
昼
も
夜
中
も
決
し
て

        

眠
る
こ
と
の
な
い
通
信
指
令
室

▲

あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定
し

　

   　
　
　

 

繰
り
返
す
救
助
訓
練

▲
長
い
夜
に
備
え

　

     

交
替
で
夕
食
の
調
理
を
担
当

▲
勤
務
交
替

　
　
　

  

さ
ぁ
今
日
も
頑
張
る
ゾ
！

▲
交
替
で
の
仮
眠
も

　

     

い
つ
で
も
出
動
で
き
る
状
態
で

▲
張
り
詰
め
た
空
気

　
　

 

本
番
さ
な
が
ら
の
放
水
訓
練

▲
勤
務
交
替

　
　
　
　

 

24
時
間
お
疲
れ
さ
ま
！

▲

書
類
仕
事
を
片
付
け
た
ら

　
　

       

そ
の
後
に
は
体
力
練
成
も

① 8：30（東署）

⑤ 15：22（東署）

⑧ 24：00（東署）

⑨ 翌 2：00（東署）

⑥ 17：30（東署）

⑩ 翌 8：30（西署）

⑦ 21：00（西署）

④ 13：30（西署）

③ 11：30（西署）

② 9：30（東署）

　平素の訓練に裏
打ちされた勇気と
強い職責により、
燃え盛る灼熱の炎
に立ち向かいます

　車内に閉じ込め
られた運転者を励
ましながら、炎上
しないよう細心の
注意のもとで行う
救助作業

カメラは見た !

東消防署

安全で安心な市民生活のために、１年 365 日 24 時間体制で備えています

西消防署
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問合せ　総合体育館内　㈶西条市体育協会　℡0897－47－6061

　食料自給率向上に寄与する事業者・団体等の取り組みを広く募集し、
優れた取り組みを表彰する「フード・アクション・ニッポン　アワー
ド2011（主催：フード・アクション・ニッポン アワード 2011実行委
員会、共催：農林水産省）」の受賞者が決定し、西条市内の５団体が
入賞しました。
■問合せ　市庁舎本館農林水産課　農政係　℡0897－52－1216

フード・アクション・ニッポン　アワード2011に
西条市内５団体が入賞

■西条市の入賞事業者・団体一覧

有限会社メンゲ
西条産の原料にこだわった米粉めんの製造・販売による米の消費拡大お
よび地域の特産品づくり

ＪＡ西条ときめき水都市 西条の伝統野菜「絹かわなす」を使ったオリジナル加工品の販売とＰＲ

野菜ソムリエコミュニティえひめ
料理教室や食育推進活動、フリーペーパー、ブログ、ホームページなど
での情報発信を通じて野菜・果物の魅力をＰＲ

西条名水ブランド生産組合 月に一度地域食材の対面販売イベント「西条ふるさとマルシェ」を開催

西条市グリーン・ツーリズム推進
協議会

遊学び体験ギュ！～海・川・山。楽しみながら学ぶ自然体験～
地域資源をフル活用したグリーン・ツーリズムを展開

プ
ロ
ダ
ク
ト
部
門

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
啓
発
部
門

受賞団体名 活動名、取り組みの概要など

２月４日㈯
９時10分～14時

開催日

ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ場　所

対　象 市内小学生男子（５・６年生）
市内小学生女子（全学年）
市内中学生、高校生（女子）

昨年６月のビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ
での、なでしこジャパンの練習風景

【佐々木則夫氏】　1958年５月24日生まれ
　選手時代は帝京高校（東京）時代にインターハイ全国優勝を経験。明治大学を
経てＮＴＴ関東サッカー部（現Ｊ１大宮アルディージャ）でプレー、同部監督を
経て、2007年12月より、なでしこジャパン日本女子代表監督に就任。2011年ＦＩ
ＦＡ女子ワールドカップドイツ大会で日本を初優勝に導いた。
　2012年１月には、日本人初となるＦＩＦＡ女子年間最優秀監督賞を受賞。さら
にＦＩＦＡ戦略委員会委員に日本人として初就任。　

ⓒＪ.ＬＥＡＧＵＥ　ＰＨＯＴＯＳ
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　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定めています。問合せ：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

※　１．西条市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※配偶者のない職員の場合、扶養親族のうち１人は、11,000円。
※満15歳に達する日後の最初の年度初めから満22歳に達する日以降の最初の年
　度末までの子１人につき、5,000円加算。

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（扶養手当、通
　　　勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）内は条例定数の合計です。

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、
　　　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費
　　　であり、退職手当に要する経費は含んでいません。

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成22年４月１日現在の実数です。

その他の加算措置
○退職手当調整額：職務の等級の区分に応じた調整月額を定め、在職期間のう
　　　　　　　　　ち、その月額の高いほうから60月分の合計額を加算
○定年前早期退職特別措置：２～20％加算措置

１人当たりの平均支給額：2,440万円（平成22年度退職者への平均支給額）

加算措置の状況：職制上の段階、職務の級等による加算措置

手当の種類（手当数）：14種類（代表的な手当は次のとおり）
○支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務手当
○多くの職員に支給されている手当：同上

▼ 通勤手当

▼ 扶養手当

▼ 住居手当

▼ 退職手当

▼ 期末・勤勉手当

▼ 時間外勤務手当　　　　　　　　　　　　　平成22年度

▼ 特殊勤務手当　　　　　　　　　　　　　　平成22年度

一般行政職の級別職員数の状況　平成23年４月１日現在

職員手当の状況　　　　　　　　平成23年４月１日現在

特別職の報酬等の状況　　　　　平成23年４月１日現在

年齢別職員構成の状況　　　　　平成23年４月１日現在

部門別職員数の状況と主な増減理由　各年４月１日現在
区 分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

主事

技師

主任 係長

主査

専門員 副課長 課長

主幹

副部長 部長

619人18人21人52人56人93人255人85人39人

6.3％ 13.7％ 41.2％ 15.0％ 9.0％ 8.4％ 3.4％ 3.0％ 100％

合計

国・県の制度との
異同

国の制度との異同

国の制度との異同

国の制度との異同

国の制度との異同

西条市の支給額

西条市の支給額

西条市の支給額

勤勉手当期末手当

自己都合 勧奨・定年

区　　分

区　　分

区　　　分

区　　　分

全 職 種

全 職 種

支給割合　平成22年度

配偶者

配偶者以外の扶養親族

支給率

支給実績

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たりの平均支給年額

職員１人当たりの支給年額

支給実績

2.6月分

23.50月分 30.55月分

33.50月分 41.34月分

47.50月分 59.28月分

59.28月分 59.28月分

18,444千円

13,000円

6,500円

154,395千円

205千円

29.2％

62,102円

1.35月分 同

同

同

同

同

８級７級６級５級４級３級２級１級

交通用具（自動車等）使用者
　２㎞以上５㎞未満：2,000円
　５㎞以上：4,100～24,500円

交通機関（電車・バス等）利用者
　負担している運賃の額に応じて、１カ月当
たり最高55,000円まで支給

市長

区　分

区　分

区分
給　料

給　　与　　費

区　分 平均年齢 基本給 平均月収額

水道事業 42.0歳 331,442円 364,529円

職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

職員数
（Ａ）

総 費 用
（Ａ）

純損益・
実質収支

職員給与費
（Ｂ）

給料・報酬
月額 期末手当

区　分

計職員数

職員数

区　分

20歳
　未満

20～
　23歳

24～
　27歳

28～
　31歳

32～
　35歳

36～
　39歳

40～
　43歳

44～
　47歳

48～
　51歳

52～
　55歳

56～
　59歳

60歳
　以上

退職手当（４年任期満了時）

913,000円 給料月額×在職年数×550／100

副市長

水道事業

水道
事業

職員給与費
比率

（Ｂ/Ａ）

病院事業

病院
事業

721,000円 給料月額×在職年数×400／100

議長 456,000円

副議長 393,000円

議員 366,000円

○支給割合
　平成22年度
2.95月分

○役職加算
15％

借家・借間居住者
　月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し、負担している家賃の額に応じて
最高27,000円（家賃55,000円以上の場合）まで支給

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

公営企業職員給与費の状況　　　　　平成22年度決算

470,298
千円

54,489
千円

7,907
千円

19,080
千円

81,476
千円

5,432
千円

777,992
千円

△337,418
千円

11,288
千円

81,476
千円

15人

12,959
千円

2,346
千円

4,817
千円

20,122
千円

6,707
千円3人

20,122
千円 1,010人

2人

104人

17人

104人

41人

111人

70人

152人

130人

137人

141人

1人

10.5％

4.3％

公営企業職員の年齢・基本給・月収額の状況　
平成23年４月１日現在

20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

0％
2％
4％
6％
8％
10％
12％
14％
16％

構成比

議会

合　　計

主な
増減理由

対前年
増減数平成22年

職　員　数区分
部門 平成23年

0人
総務企画 29人
税務 △1人
民生 △38人
衛生 4人
労働 0人
農林水産 2人
商工 △2人
土木 0人
小　計 △6人
教育 0人
消防 △1人
小　計 △7人
病院 △3人
水道 △1人
下水道 0人
その他 △13人
小　計 △17人

△24人
（0人）

9人
172人
50人
172人
64人
1人
64人
30人
83人
645人
146人
135人
926人
3人
20人
26人
59人
108人

1,034人
（1,145人）

9人
201人
49人
134人
68人
1人
66人
28人
83人
639人
146人
134人
919人
0人
19人
26人
46人
91人

1,010人
（1,145人）

普　

通　

会　

計

公
営
企
業
等
会
計

一
般
行
政

福祉施設の民
間移譲、業務
体制の強化等
による。

欠員不補充等
による。

福祉施設の民
間移譲、退職
不補充等によ
る。

６

７

８

10

11

12９

※人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

人件費の状況　　　　　　　　平成22年度普通会計決算

住民基本台帳人口
平成23年３月31日現在

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支 人件費率

（Ｂ／Ａ）

41,974,526
千円

2,076,936
千円114,400人 19.7％8,273,937

千円

１

職員の初任給の状況　　　　　　平成23年４月１日現在

区　　分 西条市 愛媛県 国

一般行政職 大学卒 Ⅱ種 172,200円172,940円172,200円

一般行政職 高校卒 Ⅲ種 140,100円140,702円140,100円

技能労務職 129,200円

４

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後
　の年数をいいます。

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
平成23年４月１日現在

区　　分 経験年数12年 経験年数15年 経験年数21年

274,678円 297,181円 345,943円

234,640円 264,100円 316,378円

215,633円 238,933円 269,633円

一般行政職 大学卒

一般行政職 高校卒

技能労務職

５

※平均給与月額は平成23年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、
　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

職員の給料月額・給与月額・年齢の状況（平均）
平成23年４月１日現在

西条市

区 分
給料月額 給与月額

一般行政職 技能労務職

年齢 給料月額 給与月額 年齢

328,691円 378,283円 260,516円 271,596円 47.9歳44.3歳

愛媛県 359,447円 454,547円 343,723円 388,163円 48.3歳45.0歳

３

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成22年４月１日現在の実数です。

職員給与費の状況　　　　　　平成22年度普通会計決算

職員数
（Ａ）

給　与　費

給　料 職員手当 計（Ｂ）期末勤勉手当

１人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）

3,305,923
千円923人 445,344

千円
1,175,607

千円
4,926,874

千円
5,338
千円

２

市職員の給与状況・定員管理
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　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定めています。問合せ：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

※　１．西条市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※配偶者のない職員の場合、扶養親族のうち１人は、11,000円。
※満15歳に達する日後の最初の年度初めから満22歳に達する日以降の最初の年
　度末までの子１人につき、5,000円加算。

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（扶養手当、通
　　　勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）内は条例定数の合計です。

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、
　　　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費
　　　であり、退職手当に要する経費は含んでいません。

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成22年４月１日現在の実数です。

その他の加算措置
○退職手当調整額：職務の等級の区分に応じた調整月額を定め、在職期間のう
　　　　　　　　　ち、その月額の高いほうから60月分の合計額を加算
○定年前早期退職特別措置：２～20％加算措置

１人当たりの平均支給額：2,440万円（平成22年度退職者への平均支給額）

加算措置の状況：職制上の段階、職務の級等による加算措置

手当の種類（手当数）：14種類（代表的な手当は次のとおり）
○支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務手当
○多くの職員に支給されている手当：同上

▼ 通勤手当

▼ 扶養手当

▼ 住居手当

▼ 退職手当

▼ 期末・勤勉手当

▼ 時間外勤務手当　　　　　　　　　　　　　平成22年度

▼ 特殊勤務手当　　　　　　　　　　　　　　平成22年度

一般行政職の級別職員数の状況　平成23年４月１日現在

職員手当の状況　　　　　　　　平成23年４月１日現在

特別職の報酬等の状況　　　　　平成23年４月１日現在

年齢別職員構成の状況　　　　　平成23年４月１日現在

部門別職員数の状況と主な増減理由　各年４月１日現在
区 分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

主事

技師

主任 係長

主査

専門員 副課長 課長

主幹

副部長 部長

619人18人21人52人56人93人255人85人39人

6.3％ 13.7％ 41.2％ 15.0％ 9.0％ 8.4％ 3.4％ 3.0％ 100％

合計

国・県の制度との
異同

国の制度との異同

国の制度との異同

国の制度との異同

国の制度との異同

西条市の支給額

西条市の支給額

西条市の支給額

勤勉手当期末手当

自己都合 勧奨・定年

区　　分

区　　分

区　　　分

区　　　分

全 職 種

全 職 種

支給割合　平成22年度

配偶者

配偶者以外の扶養親族

支給率

支給実績

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たりの平均支給年額

職員１人当たりの支給年額

支給実績

2.6月分

23.50月分 30.55月分

33.50月分 41.34月分

47.50月分 59.28月分

59.28月分 59.28月分

18,444千円

13,000円

6,500円

154,395千円

205千円

29.2％

62,102円

1.35月分 同

同

同

同

同

８級７級６級５級４級３級２級１級

交通用具（自動車等）使用者
　２㎞以上５㎞未満：2,000円
　５㎞以上：4,100～24,500円

交通機関（電車・バス等）利用者
　負担している運賃の額に応じて、１カ月当
たり最高55,000円まで支給

市長

区　分

区　分

区分
給　料

給　　与　　費

区　分 平均年齢 基本給 平均月収額

水道事業 42.0歳 331,442円 364,529円

職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

職員数
（Ａ）

総 費 用
（Ａ）

純損益・
実質収支

職員給与費
（Ｂ）

給料・報酬
月額 期末手当

区　分

計職員数

職員数

区　分

20歳
　未満

20～
　23歳

24～
　27歳

28～
　31歳

32～
　35歳

36～
　39歳

40～
　43歳

44～
　47歳

48～
　51歳

52～
　55歳

56～
　59歳

60歳
　以上

退職手当（４年任期満了時）

913,000円 給料月額×在職年数×550／100

副市長

水道事業

水道
事業

職員給与費
比率

（Ｂ/Ａ）

病院事業

病院
事業

721,000円 給料月額×在職年数×400／100

議長 456,000円

副議長 393,000円

議員 366,000円

○支給割合
　平成22年度
2.95月分

○役職加算
15％

借家・借間居住者
　月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し、負担している家賃の額に応じて
最高27,000円（家賃55,000円以上の場合）まで支給

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

公営企業職員給与費の状況　　　　　平成22年度決算

470,298
千円

54,489
千円

7,907
千円

19,080
千円

81,476
千円

5,432
千円

777,992
千円

△337,418
千円

11,288
千円

81,476
千円

15人

12,959
千円

2,346
千円

4,817
千円

20,122
千円

6,707
千円3人

20,122
千円 1,010人

2人

104人

17人

104人

41人

111人

70人

152人

130人

137人

141人

1人

10.5％

4.3％

公営企業職員の年齢・基本給・月収額の状況　
平成23年４月１日現在

20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

0％
2％
4％
6％
8％
10％
12％
14％
16％

構成比

議会

合　　計

主な
増減理由

対前年
増減数平成22年

職　員　数区分
部門 平成23年

0人
総務企画 29人
税務 △1人
民生 △38人
衛生 4人
労働 0人
農林水産 2人
商工 △2人
土木 0人
小　計 △6人
教育 0人
消防 △1人
小　計 △7人
病院 △3人
水道 △1人
下水道 0人
その他 △13人
小　計 △17人

△24人
（0人）

9人
172人
50人
172人
64人
1人
64人
30人
83人
645人
146人
135人
926人
3人
20人
26人
59人
108人

1,034人
（1,145人）

9人
201人
49人
134人
68人
1人
66人
28人
83人
639人
146人
134人
919人
0人
19人
26人
46人
91人

1,010人
（1,145人）

普　

通　

会　

計

公
営
企
業
等
会
計

一
般
行
政

福祉施設の民
間移譲、業務
体制の強化等
による。

欠員不補充等
による。

福祉施設の民
間移譲、退職
不補充等によ
る。

６

７

８

10

11

12９

※人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

人件費の状況　　　　　　　　平成22年度普通会計決算

住民基本台帳人口
平成23年３月31日現在

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支 人件費率

（Ｂ／Ａ）

41,974,526
千円

2,076,936
千円114,400人 19.7％8,273,937

千円

１

職員の初任給の状況　　　　　　平成23年４月１日現在

区　　分 西条市 愛媛県 国

一般行政職 大学卒 Ⅱ種 172,200円172,940円172,200円

一般行政職 高校卒 Ⅲ種 140,100円140,702円140,100円

技能労務職 129,200円

４

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後
　の年数をいいます。

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
平成23年４月１日現在

区　　分 経験年数12年 経験年数15年 経験年数21年

274,678円 297,181円 345,943円

234,640円 264,100円 316,378円

215,633円 238,933円 269,633円

一般行政職 大学卒

一般行政職 高校卒

技能労務職

５

※平均給与月額は平成23年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、
　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

職員の給料月額・給与月額・年齢の状況（平均）
平成23年４月１日現在

西条市

区 分
給料月額 給与月額

一般行政職 技能労務職

年齢 給料月額 給与月額 年齢

328,691円 378,283円 260,516円 271,596円 47.9歳44.3歳

愛媛県 359,447円 454,547円 343,723円 388,163円 48.3歳45.0歳

３

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成22年４月１日現在の実数です。

職員給与費の状況　　　　　　平成22年度普通会計決算

職員数
（Ａ）

給　与　費

給　料 職員手当 計（Ｂ）期末勤勉手当

１人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）

3,305,923
千円923人 445,344

千円
1,175,607

千円
4,926,874

千円
5,338
千円

２

市職員の給与状況・定員管理
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て、劇団四季での活動などを経て多くの努力と苦労を重ね
ながらキャリアを積み、このほど「誓いのコイン」のオー
ディションに見事合格したのです。
　きゃしゃな体に強い意志をもつサチ。その純粋な思いと
切なさを心を込めて演じる佐伯さん。作品のテーマ「心の
国境を越えたい。力ではなく愛の力で」が、歌声とともに
　　　　　　　　　　　力強く伝わってきます。　
　　　　　　　　　　　　佐伯さんは、かつて羨望のまな
　　　　　　　　　　　ざしで見つめた舞台のスポットラ
　　　　　　　　　　　イトの中、観劇機会の少ないふる
　　　　　　　　　　　さとの子どもたちに、本作を通じ
　　　　　　　　　　　てあの日の自身のような感動体験
　　　　　　　　　　　をしてほしいと願っています。
　　　　　　　　　　　（「誓いのコイン」は、３月中旬
ま　　　　　　　　　　までの上演予定となっています）

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

花いっぱい  緑あふれるまちづくりを…
　　　　　　　　　　～ 地域に根差した花づくり教室 ～

　美しい花や緑のある風景は、私たちの目を楽しませ潤い
や安らぎを与えてくれます。特に最近では、夏場における
緑のカーテンによる節電効果など、植物の新たな活用法も
注目を集めています。
　市民と行政が一体となって緑あふれるまちづくりを推進
しようと、昭和60年に発足した「東予地域緑を守り育てる
会（松木忠司会長）」は、花壇コンクールや生垣設置奨励
補助、東予運動公園での記念植樹活動などのさまざまな緑
化普及事業に取り組んできました。
　先ごろも丹原高校園芸科学科の浅原先生を講師に迎え、
寄せ植えをテーマとした花づくり教室を開催したところで
す。同校の飯尾先生や生徒の皆さんにもご協力をいただき

参加者は趣向を凝らした色鮮やかな多肉植物の寄せ植えを
完成させました。当日の補佐役を担当した生徒からは「教
室に参加して、地域の皆さんに喜んでいただけたことを嬉
しく感じた」との声や、また「楽しく有意義な体験だった。
ぜひ来年も参加したい」などの
参加者からの感想も聞かれまし
た。
　「東予地域緑を守り育てる会」
では、こうした花づくり教室の
ほかに、東予地域文化祭やボラ
ンティアフェスティバル等での
緑化啓発活動も行っています。
花や緑あふれるまちづくりに、
皆さんのいっそうのご協力をお
願いします。

最近では、収穫した椿の種から搾った椿油を利用した化粧
品や石けん等の商品化についても模索しています。
　そうした活動の中でも最大の催しは、毎年３月の第１土
・日曜日に石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館・椿ハ
ウスを会場に開催される「椿一輪展」で、県内外から２千
人を超える来場者でにぎわっています。「会員が丹精を込
めて育てた椿を持ち寄りますが、今年は特に市内で生まれ
た椿の展示に力を入れることにしています。また、青竹に
一輪の椿や鉢物も多くの品種を展示します。可憐なヤブ椿
やワビスケ、優美な羽衣や唐椿などをご鑑賞ください。当
日は会場に赤いジャンパーを着た会員がいますので、椿の
名前や育て方など何でも気軽にお声掛けください」と黒川
会長。
　篤山椿など地元の椿を中心に苗木の販売や、抹茶での接
待の用意もしてお待ちしています。お誘い合わせのうえ、
ぜひお出かけください。

可憐で優美な 早春の「椿一輪展」
　　　 　　　　　　　　　　　～ 愛媛・小松つばき会 ～

　藩政時代から育まれた椿を愛好する気風が今に伝わり、
一輪の花に魅せられた市内在住の25人で組織する「小松つ
ばき会（黒川雅子会長）」。会員は、椿の巨木を各所に訪
　　　　　　　　　　　　　　ねたり、当市で生まれた種
　　　　　　　　　　　　　　類を挿し木や接ぎ木で増や
　　　　　　　　　　　　　　したりして「西条の椿」を
　　　　　　　　　　　　　　全国に発信するとともに、
　　　　　　　　　　　　　　小松中央公園で取り組まれ
　　　　　　　　　　　　　　ている「椿」・千年の森づ
　　　　　　　　　　　　　　くり事業に協力するなど、
　　　　　　　　　　　　　　市内の椿を守り育てる活動
　　　　　　　　　　　　　　を展開しています。さらに

あの日見た夢のステージに　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　～ 舞台女優に駆けた青春 ～

　東温市にある「坊ちゃん劇場」で上演中のミュージカル
「誓いのコイン」。松山城二之丸跡の井戸から平成22年に
見つかった一枚の古いコインにまつわる実話より創作され
た物語で、日露戦争時下の松山市を舞台に、捕虜となった
ロシア人青年将校ニコライと日本人篤志看護師サチが織り
成す、愛と青春のストーリーが深い感動を呼んでいます。
　この舞台でヒロインのサチ役を演じているのが、丹原町
出身の佐伯静香さんです。幼くして舞台女優の道に進むこ
とを決意した佐伯さんは、小学校低学年の時に観たミュー
ジカルに衝撃的な感銘を受け、その後大阪で単身の中学校
生活を送りながら本格的に歌やダンスのレッスンに励むな
ど、夢の実現に向けてひたむきに頑張り続けました。そし

丹原高校園芸科学科の皆さんの指
導のもと開催された花づくり教室

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う「
椿
一
輪
展
」

せんぼう
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、

（独）
産
業

技
術
総
合
研
究
所
と
連
携
し
新
た

な
事
業
展
開
を
検
討
す
る
企
業
が

現
れ
る
な
ど
、
こ
の
視
察
を
契
機

に
し
て
既
に
新
た
な
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

独
立

行
政
法

人
物
質

・
材
料

研
究
機

構
の
特

命
研
究

員
で
、

当
市
出
身
の
原
田
広
史
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
昨
年
10
月
に
開
催

し
た
地
域
産
業
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

に
は
、
市
内
の
企
業
関
係
者
や
も

の
づ
く
り
を
め
ざ
す
高
校
生
ら
多

く
の
受
講
者
が
参
加
し
ま
し
た
が
、

そ
の
原
田
研
究
員
と
サ
イ
ク
ス
と

の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
こ
の
ほ

ど
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
国
立

研
究
機
関
を
視
察
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
で
は
、
普
段
は
立
ち

入
る
こ
と
が
難
し
い
最
先
端
技
術

の
研
究
開
発
現
場
な
ど
を
見
学
す

る
こ
と
も
で
き
、
自
社
が
抱
え
る

技
術
課
題
の
解
決
策
や
、
新
た
な

事
業
展
開
を
模
索
す
る
ヒ
ン
ト
を

得
よ
う
と
考
え
る
市
内
の
６
企
業

の
代
表
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

す
る
基
礎
基
盤
研
究
か
ら
、
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
最
先

端
材
料
技
術
ま
で
、
幅
広
い
分
野

で
の
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
日
本
が
新
成
長
戦

略
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
」
の
３
分
野

に
重
点
を
置
き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
や
希
少
元
素
の
減
量
・
代
替
・

循
環
に
資
す
る
新
材
料
の
開
発
に

力
を
入
れ
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
構
で
は
、
原
田
研
究
員

ら
が
取
り
組
む
超
耐
熱
合
金
の
研

究
開
発
や
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

ー
や
医
療
用
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
な
ど
で

使
用
さ
れ
る
超
伝
導
物
質
の
研
究

開
発
、
さ
ら
に
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に

使
用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
を
不
燃
性
セ
ラ
ミ
ッ
ク
で

■
筑
波
研
究
学
園
都
市
と
は

　

東
京
都
内
に
多
数
存
在
し
た
国

の
試
験
研
究
機
関
な
ど
を
移
転
す

る
こ
と
で
、
東
京
の
過
密
緩
和
と

高
水
準
の
研
究
・
教
育
を
行
う
拠

点
づ
く
り
を
目
的
に
、
昭
和
38
年
、

筑
波
研
究
学
園
都
市
の
建
設
が
始

ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
人
口
約

21
万
人
を
数
え
、
集
積
し
た
官
民

多
数
の
研
究
機
関
に
約
１
万
３
千

人
も
の
研
究
者
が
従
事
す
る
、
世

界
で
も
有
数
の
研
究
開
発
拠
点
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
視
察
を
行
っ
た
施
設
１

　

（独）
物
質
・
材
料
研
究
機
構

　

原
田

研
究
員

が
所
属

し
て
い

る
（独）
物

質
・
材

料
研
究

機
構
で

は
、
物

質
や
材

料
に
関

原田研究員に講演いただいた
　　　　　地域産業活性化セミナー

筑
波
研
究
学
園
都
市
の
国
立
研
究
施
設
を
視
察

最
先
端
技
術
が
生
み
出
さ
れ
る
現
場
へ

( 独 ) 物質・材料研究機構

( 独 ) 産業技術総合研究所

原田研究員が属する超耐熱合金の研究開発室を見学

レーザー複合マイクロ加工技術の研究開発室も見学
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
「
老

齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢
（
退
職
）
を

支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
、

税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
老
齢
年
金
の
額
が

１
０
８
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の

方
は
１
５
８
万
円
以
上
）
の
方
に

つ
い
て
は
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
23

年
中
に
老
齢
年
金
を
受
け
取
ら
れ

て
い
る
方
全
員
に
対
し
て
、
源
泉

徴
収
票
を
平
成
24
年
１
月
下
旬
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
以
外
に
ほ
か
の
収
入
が
あ

り
、
税
務
署
で
確
定
申
告
す
る
場

合
や
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、
源
泉

徴
収
票
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
交
付
が
で
き
ま
す
の
で
、
紛

失
さ
れ
た
方
は
、
最
寄
り
の
年
金

事
務
所
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
非
課

　

税
で
す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は

　

送
付
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
４
４
５

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

20
日
㈪　

市
県
民
税
第
４
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

29
日
㈬　

国
民
健
康
保
険
税
第
８

　

期
分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

３
月
31
日
㈯
に
確
定
す
る
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
登
録
に
該
当
す
る

方
は
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
資
格

　

平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、
も
し

く
は
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
、
１
年
に
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
す
る
方

■
縦
覧
期
間　

２
月
23
日
㈭
～
３

月
８
日
㈭　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

■
税
務
署
（
国
税
）

　

大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
方
な

ど
は
所
得
税
な
ど
の
軽
減
・
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
確
定
申

告
な
ど
の
手
続
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

■
愛
媛
県
・
西
条
市
（
地
方
税
）

○
県
税
の
軽
減
（
不
動
産
取
得
税
）

　

耕
作
等
が
困
難
と
な
っ
た
農
用

地
に
代
わ
る
農
用
地
を
取
得
し
た

場
合
や
警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
農

用
地
に
代
わ
る
農
用
地
を
取
得
し

た
場
合
、
不
動
産
取
得
税
の
軽
減

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
市
税
の
軽
減
（
個
人
住
民
税
）

　

住
宅
・
家
財
・
自
家
用
車
な
ど

に
損
害
を
受
け
た
方
は
、
雑
損
控

除
の
適
用
に
よ
り
個
人
住
民
税
の

軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
国
税
に
関
す
る
問
合
せ

○
伊
予
西
条
税
務
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
９
０

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URLw
w

w
.nta.go.jp

■
地
方
税
に
関
す
る
問
合
せ

○
東
予
地
方
局
課
税
課
（
県
税
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
本
館
市
民
税
課
（
市
税
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
１
７

■
公
売
財
産

　

土
地（
農
地
・
田
）２
０
１
６
㎡

■
財
産
所
在
地　

西
条
市
壬
生
川

■
公
売
日
時

　

２
月
22
日
㈬　

13
時
～

■
場
所　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
松
山
市
）

■
注
意
事
項

　

入
札
に
は
買
受
適
格
証
明
書
が

必
要
で
す
。
公
売
は
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構　

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
３

－

５
８
０
０

URLhttp://www.ehime-kikou.jp/

　

高
校
や
大
学
な
ど
の
入
学
・
在

学
費
用
を
日
本
政
策
金
融
公
庫
が

融
資
す
る
公
的
な
制
度
で
す
。
学

生
一
人
に
つ
き
、
３
０
０
万
円
以

内
の
利
用
が
で
き
、
在
学
期
間
内

は
利
息
の
み
の
返
済
と
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

※
右
記
の
番
号
が
利
用
で
き
な
い

　

場
合
は
、
ＴＥＬ
０
３

－

５
３
２
１

　

－

８
６
５
６
へ
。

老
齢
年
金
受
給
者
に
源
泉
徴
収

票
を
送
付
し
て
い
ま
す

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

２
月
の
市
税
ご
よ
み

東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

税
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

差
押
不
動
産
の
公
売

国
の
教
育
ロ
ー
ン
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

世
帯
内
の
同
じ
医
療
保
険
の
被

保
険
者
全
員
が
、
１
年
間
（
毎
年

８
月
～
翌
年
７
月
）
に
支
払
っ
た

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
（
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
を
除
い
た
額
）
を
合

計
し
、
左
表
の
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
、

そ
の
超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
医
療
保
険
・
介
護
保
険
い
ず

れ
か
の
自
己
負
担
額
が
０
円
の
場

合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
限
度
額
を

超
え
た
額
が
５
０
０
円
未
満
の
場

合
も
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
申
請

　

申
請
先
は
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
窓
口
で
す
。
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療

制
度
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

平
成
23
年
７
月
31
日
（
支
給
基

準
日
）
現
在
、
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
、
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
に

は
「
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
の

で
、
そ
の
内
容
に
従
っ
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
方
は
「
お
知
ら
せ
」

が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
「
お
知
ら
せ
」
が
届
か
な
い
方

　

平
成
22
年
８
月
１
日
～
平
成
23

年
７
月
31
日
の
間
に
、

○
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

○
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
方

○
医
科
・
歯
科
で
の
受
診
が
一
度

　

も
な
い
方
（
柔
道
整
復
、
あ
ん

　

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
の
方
）

※
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
加
入
者

　

は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

医
療
係
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

　

国
保
係
（
国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

介
護
認
定
給
付
係
（
介
護
保
険

に
つ
い
て
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
２
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
、
福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

平
成
23
年
11
月
28
日
に
道
前
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
粗
大
ご
み
破

砕
機
内
で
爆
発
事
故
が
発
生
し
、

粗
大
ご
み
処
理
機
能
が
停
止
し
ま

し
た
。
ま
た
12
月
13
日
に
は
、
も

え
な
い
ご
み
の
積
み
込
み
作
業
中

に
、
ご
み
収
集
車
の
パ
ッ
カ
ー
内

で
爆
発
炎
上
事
故
が
発
生
。
幸
い

ど
ち
ら
の
事
故
も
け
が
人
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
爆
発
の
影
響
で
３
カ
所

の
屋
根
が
落
下
す
る
と
い
う
大
規

模
な
事
故
で
あ
り
、
修
繕
に
４
日

間
を
要
し
、
多
額
の
修
繕
費
用
が

か
か
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
事
故
も
、
ス
プ
レ
ー

缶
等
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
等
を
ご

み
で
出
す
と
き
は
、
完
全
に
使
い

切
っ
た
後
、
必
ず
缶
パ
ン
チ
等
で

大
き
な
穴
を
開
け
、
ガ
ス
を
抜
く

と
い
う
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
８

■自己負担限度額
▼後期高齢者（長寿）医療制度に加入している方
　国民健康保険に加入している、70歳～74歳の方

▼国民健康保険に加入している、70歳未満の方

※世帯員全員が、市民税の課税対象となる各種所得の金額がない方など。
　年金収入のみの方の場合は、年金受給額80万円以下の方。

保険証の負担割合が「３割」となって
いる場合①

②

③

①

②

③

④ ③のうち、世帯員全員の所得が一定以
下（※）の場合

世帯員全員の基礎控除後の合計所得が
600万円を超える場合

世帯員全員が市民税非課税の場合

世帯員全員が市民税非課税の場合

①・③以外の場合

①・③・④以外の場合

６７万円

５６万円

３１万円

１９万円

１２６万円

６７万円

３４万円

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
爆
発
事
故
！

ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず
穴
を

開
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い

■平成23年中のスプレー缶が原因の爆発事故

■缶パンチでスプレー缶に穴を開ける様子

２月２日

11月28日

被　害　状　況
破砕機室内機器、投光器用ガラス等破損
屋上設置の放散筒破損
破砕機室内機器、投光器用ガラス等破損
屋上設置の放散筒、飛散防止ネット破損
上部屋根３カ所が破損し、地上に落下
破砕機室内機器、投光器用ガラス等破損
ごみ収集車パッカー内で爆発炎上

８月16日

発生日

12月13日

大きな穴を開ける
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愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
に

よ
る
平
成
24
年
度
の
交
通
災
害
共

済
の
加
入
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
国
内
の
交

通
事
故
で
災
害
を
受
け
た
場
合
に

見
舞
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　

簡
単
に
加
入
で
き
て
請
求
手
続

き
も
簡
単
で
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
し
、
万
一
の
交
通
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

■
共
済
期
間

　

平
成
24
年
４
月
１
日
～
平
成
25

年
３
月
31
日
（
年
度
途
中
に
加
入

さ
れ
た
場
合
は
、
掛
金
を
納
め
た

翌
日
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
）

■
掛
金
（
年
間
１
人
当
た
り
）

○
一
般　
　
　
　

７
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

３
０
０
円

※
年
度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
も

　

同
額
で
す
。

■
加
入
口
数　

１
人
１
口

■
加
入
資
格

○
西
条
市
に
住
所
登
録
ま
た
は
外

　

国
人
登
録
を
し
、
市
内
に
居
住

　

し
て
い
る
方

○
西
条
市
に
居
住
す
る
交
通
災
害

　

共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
で
、

　

市
外
に
居
住
し
て
い
る
方

■
加
入
方
法

　

申
込
用
紙
と
掛
金
を
持
っ
て
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を

除
く
）
の
窓
口
で
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
用
紙
の
配
布

○
平
成
23
年
度
の
交
通
災
害
共
済

　

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
に
は
、

　

世
帯
全
員
が
加
入
で
き
る
申
込

　

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
（
た
だ

　

し
、
世
帯
の
一
部
の
方
が
加
入

　

し
て
い
る
場
合
は
、
加
入
者
の

　

み
記
載
し
た
申
込
用
紙
を
送
付

　

し
ま
す
）

○
平
成
23
年
度
は
未
加
入
で
、
平

　

成
24
年
度
の
交
通
災
害
共
済
に

　

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込

　

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
担

　

当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

市
で
は
、
自
治
会
等
で
平
成
23

年
度
中
に
支
払
っ
た
防
犯
灯
の
維

持
費
（
電
気
料
金
）
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
限　

２
月
17
日
㈮

■
補
助
対
象　

自
治
会
等
が
設
置

し
て
電
気
料
金
を
支
払
っ
て
い
る

防
犯
灯
（
公
衆
街
路
灯
）
で
、
広

告
灯
お
よ
び
こ
れ
に
類
す
る
照
明

施
設
を
除
い
た
も
の
。

■
補
助
額　

平
成
23
年
度
中
に
支

払
っ
た
電
気
料
金
の
３
割
以
内

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

市
で
は
四
国
労
働
金
庫
と
協
同

で
、
勤
労
者
と
そ
の
家
族
の
教
育

資
金
を
融
資
し
て
い
ま
す
。
対
象

者
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
融
資
額　

　

１
世
帯
２
０
０
万
円
以
内

■
融
資
金
の
使
途

　

高
校
卒
業
後
、
就
学
年
２
年
制

以
上
の
学
校
に
お
け
る
教
育
に
必

要
な
費
用

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

労
政
雇
用
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
８
２

○
四
国
労
働
金
庫
西
条
支
店

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
８
６
４

　この制度は、西条市において更なる救命率の向上を図るため、市民の皆さんにＡＥＤ（自動体外式除細動器）を
設置している施設を公表・周知し、施設周辺でも救命処置の必要な事態が発生したときには、すぐに使用できる環
境にすることを目的としています。
　これまでも、ＡＥＤを設置している市関係の施設（86カ所）については、皆さんへ公表・周知していましたが、
今後はＡＥＤを設置している民間事業所等で、この制度に協力してもらえる事業所についても、公表していきます。

■公表までの手続きと対応は？
　ＡＥＤ設置事業所の管理者に「ＡＥＤ設置施設公表等
承諾書」を提出してもらい、その後「ＡＥＤ設置施設表
示証」と「交付書」をお渡しします。
　交付を受けた事業所は、表示証を掲示し、周辺で発生
した救命事案においても、所有するＡＥＤが使用できる
ような対応をしてください。
　なお、ＡＥＤを使用できる時間は、原則各事業所の営
業・公開時間内となります。
■公表はどこでするの？
　西条市ホームページ、ＡＥＤマップ、救命講習会など

■ＡＥＤ設置事業所調査
　現在、西条市消防本部にお
いて、ＡＥＤを設置している
事業所を調査中です。設置場
所の公表と事業所などの周辺
での救命活動での使用に協力
できる事業所の管理者の方は、
ご連絡ください。
■問合せ
　消防本部警防課
　℡0897－56－5119

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付
を

行
い
ま
す

防
犯
灯
維
持
費
の
補
助
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

勤
労
者
の

教
育
資
金
を
融
資
し
ま
す
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身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
方
が
自
動
車
の
運
転
免
許
を

取
得
す
る
場
合
や
、
障
害
の
あ
る

方
自
身
が
運
転
で
き
る
よ
う
に
自

動
車
を
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
運
転
免
許
取
得
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

種
別
等
級
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
助
成
の
対
象

　

普
通
一
種
免
許
の
取
得
に
係
る

経
費
の
２
分
の
１
以
下

○
助
成
の
限
度
額　

10
万
円

■
自
動
車
改
造
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

上
肢
、
下
肢
、
体
幹
機
能
の
重

度
の
障
害
が
あ
る
方

○
助
成
の
対
象

　

ハ
ン
ド
ル
、
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ

ー
キ
な
ど
、
障
害
者
が
運
転
で
き

る
よ
う
に
改
造
す
る
経
費

○
助
成
の
限
度
額　

10
万
円

※
自
動
車
改
造
費
の
助
成
に
は
、

　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　平成23年中は前年に比べて、出場
件数が340件増加、搬送人員が343
人増加しました。
　救急車はケガや病気で命にかかわ
る人を病院に搬送するための緊急自
動車です。救急車の不適正利用が増
加すると、本当に緊急を要する傷病
者への対応が遅れるため、救急車の
適正な利用にご協力ください。

　平成23年中の火災件数は48件で、
前年に比べて７件（17％）増加しま
した。出火原因は、第１位が「たば
こ」11件、第２位が「たき火」８件、
第３位は「コンロ」「電気器械」の
各３件でした。
　これからは空気が乾燥し、火災の
発生しやすい気象状態が続きます。
火の取り扱いには細心の注意を払い、
西条市から火災をなくしましょう。

１日の平均出場件数
その他
急病
自損行為
加害
一般負傷
運動競技事故
労働災害事故
交通事故
水難事故
自然災害事故
火災
合　計

出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員

１件平均損害額
１カ月平均火災件数

死傷者

焼損面積
（建物）

焼損面積（林野）

り災世帯数
焼損棟数

その他の火災

船舶火災

車両火災

林野火災

建物火災

合　計 件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

床面積
表面積

死　者
傷　者

区　　　分 平成23年　(Ａ)

平成23年　(Ａ) 平成22年　(Ｂ)

平成22年　(Ｂ) 前年との比較 (Ａ－Ｂ)

前年との比較 (Ａ－Ｂ)
区　　　分

平成23年の出場件数・搬送人員と前年との比較

平成23年の火災と前年との比較

４８件

３２件

０件

６件

０件

１０件

１４８，８７１千円

１４８，５２９千円

０千円

２３４千円

０千円

１０８千円
６７棟
３７世帯

２，７８９㎡
３１７㎡

０ａ
６人
４人

４．０件
３，１０１千円

４１件

２７件

０件

６件

０件

８件

７８，７４７千円

７５，７４９千円

０千円

２，４６９千円

０千円

５２９千円
３５棟
９世帯

１，７２８㎡
１６３㎡

０ａ
０人
９人

３．４件
１，９２１千円

３４０件 ３４３人
１件 △ ２人
１件 １人
５件 ２人

２０件 △ ７人
△ ２件 △ １人
１６件 １７人
７２件 ８２人

△ １５件 △ １０人
１１件 ８人

１９０件 １９９人
４１件 ５４人

７件

５件

０件

０件

０件

２件

７０，１２４千円

７２，７８０千円

０千円

△ ２，２３５千円

０千円

△ ４２１千円
３２棟
２８世帯

１，０６１㎡
１５４㎡

０ａ
６人

△ ５人
０．６件

１，１８０千円

△は減少

△は減少

４,６４１件 ４,４８３人
６件 ３人
１件 １人
５件 ２人

５４１件 ６０５人
３７件 ３７人
３２件 ３３人
７０６件 ６８９人
１８件 １９人
５９件 ４３人

２,６１７件 ２,４５７人
６１９件 ５９４人
１２.７件

４,３０１件
５件
０件
０件

５２１件
３９件
１６件
６３４件
３３件
４８件

２,４２７件
５７８件
１１.８件

４,１４０人
５人
０人
０人

６１２人
３８人
１６人

６０７人
２９人
３５人

２,２５８人
５４０人

出火件数 　      48件
損 害 額　　148,871千円

出場件数　　4,641件
１日当たり　 12.7件
搬送人員　　4,483人

　平成23年６月１日から消防法と西条市火災予防条
例により、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置
が義務化されました。設置されていないご家庭は、
家族の「安全・安心」のため、取り付けましょう。
■西条市の事例
　昨年発生した住宅火災で、寝ていた方が住宅用火
災警報器の警報音により、いち早く火災に気が付き
けがもなく、無事に屋外に避難することができた。
■取り付けサポート
　住宅火災警報器を購入はしているが、体が不自由
であったり、高齢者などの世帯で取り付けが難しい
場合は、消防職員がお宅に出向き、取り付けをサポ
ートしますので、お気軽にご連絡ください。
■問合せ　消防本部予防課　℡0897－56－0251

身
体
障
害
者
の
運
転
免
許
取
得

費
・
自
動
車
改
造
費
を
助
成
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戦
傷
病
者
を
永
年
介
護
さ
れ
て

き
た
妻
の
方
々
の
ご
苦
労
に
対
し
、

国
と
し
て
慰
藉
を
行
う
た
め
に
特

別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

○
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
と
な
ら

　

れ
た
場
合

・
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

23
年
４
月
１
日
の
間
に
、
夫
が

　

戦
傷
病
者
と
し
て
、
増
加
恩
給
、

　

傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、

　

障
害
年
金
な
ど
を
初
め
て
受
け

　

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
妻
に

　

支
給
す
る
。

・
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

23
年
４
月
１
日
の
間
に
、
前
述

　

の
年
金
を
受
け
て
い
る
戦
傷
病

　

者
の
方
と
婚
姻
を
し
た
妻
に
支

　

給
す
る
。

○
第
18
回
特
別
給
付
金
ま
た
は
、

　

第
20
回
特
別
給
付
金
を
受
給
さ

　

れ
て
い
た
戦
傷
病
者
の
妻
の
場

　

合
（
こ
れ
ら
の
国
債
を
時
効
に

　

よ
り
失
権
し
た
場
合
で
も
対
象

　

と
な
る
）

・
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
平
成
15

　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
９

　

月
30
日
の
間
に
、
一
般
の
け
が

　

や
病
気
で
死
亡
（
平
病
死
）
し

　

た
場
合
、
妻
に
支
給
す
る
。

■
請
求
期
限

　

平
成
26
年
９
月
30
日

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

経
済
的
な
理
由
で
大
学
へ
の
進

学
が
困
難
な
方
に
、
市
で
は
奨
学

資
金
（
入
学
支
度
金
・
修
学
金
）

の
貸
付
を
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の

奨
学
金
な
ど
の
受
給
者
は
不
可
。

■
申
込
期
限　

３
月
９
日
㈮

■
貸
付
予
定
人
員

○
入
学
支
度
金　

２
人

○
修
学
金　
　
　

５
人

■
貸
付
対
象
者
の
要
件

入
学
支
度
金

○
修
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
要
件

　

を
備
え
て
い
る
方
の
親
権
者
ま

　

た
は
成
年
後
見
人

修
学
金

○
日
本
国
民
で
、
引
き
続
き
３
年

　

以
上
西
条
市
に
住
所
が
あ
る
方

　

の
子
弟
で
、
４
年
制
以
上
の
大

　

学
に
進
学
さ
れ
る
方

○
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
な
方

○
学
資
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る

　

と
認
め
ら
れ
る
方

■
貸
付
額

○
入
学
支
度
金　

30
万
円
以
内

○
修
学
金　

月
額
３
万
円
以
内

■
貸
付
金
返
還

○
貸
付
金
は
無
利
子
で
、
修
学
金

　

貸
付
期
間
終
了
後
、
１
年
間
据

　

え
置
き
。

○
入
学
支
度
金
は
４
年
間
で
、
半

　

年
ご
と
に
３
万
７
５
０
０
円
を

　

償
還
。

○
修
学
金
は
８
年
間
で
、
半
年
ご

　

と
に
貸
付
金
額
に
応
じ
て
償
還
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
学
校
教

育
課　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

　

愛
媛
労
働
局
で
は
特
定
最
低
賃

金
を
改
正
し
、
平
成
23
年
12
月
25

日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

■
改
正
後
の
特
定
最
低
賃
金

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業

　

１
時
間　

７
８
０
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

　

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

　

造
業

　

１
時
間　

７
９
２
円

③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間　

７
６
０
円

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　

関
製
造
業

　

１
時
間　

８
０
４
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間　

６
９
９
円

※
①
～
⑤
の
労
働
者
と
①
～
③
の

　

産
業
に
は
特
定
最
低
賃
金
の
適

　

用
除
外
と
な
る
労
働
者
・
業
種

　

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

　

に
該
当
す
る
場
合
は
愛
媛
県
最

　

低
賃
金
（
１
時
間
６
４
７
円
）

　

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
５

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

大
学
奨
学
資
金
貸
付
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

特
定
最
低
賃
金
を
改
正

戦
傷
病
者
の
妻
の
方
々
に

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

駅前
交番

食の創造館

駅前ロータリー

西側広場
計画箇所

ＪＲ壬生川駅

自
由
通
路
計
画
箇
所

　ＪＲ壬生川駅東西のアクセス向上を図るため、市
では食の創造館の南側に、ＪＲ予讃線をまたぐ、歩
行者・自転車専用の東西自由通路の設置を計画して
います。都市計画素案の説明と意見の陳述について
の説明会を次の日程で開催します。

説明会の開催日時・場所
日時：２月13日㈪　19時～
場所：東予総合福祉センター
　　　２階会議室１・２

都市計画素案の内容
名称：壬生川駅自由通路東西線
位置：三津屋　　延長：約150ｍ　　幅員：４ｍ

■問合せ　市庁舎別館都市計画整備課　
　　　　　都市計画係　℡0897－52－1238
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■
日
時

　

２
月
19
日
㈰

　

９
時
～
15
時

■
場
所

　

フ
ジ
グ
ラ
ン
西
条　

駐
車
場

■
内
容

○
新
鮮
ベ
ジ
フ
ル
街

　

東
予
地
区
の
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
を
販
売

○
西
条
！
絶
品
街

　

市
内
の
お
い
し
い
も
の
を
販
売

○
地
元
産
・
グ
ル
メ
街

　

地
元
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
グ
ル

メ
飲
食
品
を
販
売

○
西
条
高
校
生
と
野
菜
ソ
ム
リ
エ

　

と
地
元
店
の
コ
ラ
ボ
コ
ー
ナ
ー

■
問
合
せ

　

東
予
地
方
局
西
条
第
２
庁
舎

　

産
業
振
興
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
８

－

７
３
２
２

入 場 料　1,000円
　※未就学児の来場はご遠慮ください。
　※チケット収入は全額、西条市の文化・音楽教育に寄付されます。
販売場所　総合文化会館、丹原文化会館、明屋書店
　（西条本店・西条福武店・東予店・ＭＥＧＡ西の土居店）
問 合 せ　愛媛サニタリープロダクツ㈱　
　　　　　℡0897－55－1888

日時　３月25日㈰　13時30分開演
場所　総合文化会館　　　

花王ファミリーコンサート in 西条

主催　花王㈱　　共催　愛媛サニタリープロダクツ㈱

（Ｃ）中山かつみ （Ｃ）篠原栄治（Ｃ）篠原栄治

チェロ：遠藤真理チェロ：遠藤真理

ピアノ：越知晴子ピアノ：越知晴子 語り：大山大輔語り：大山大輔

受講料
無料（入場整理券が必要です）
入場整理券取扱所
市教育委員会社会教育課（市庁舎別館）
市教育委員会東予・丹原・小松分室（各総合支所）
中央公民館、各公民館、各図書館、
総合文化会館、丹原文化会館

平成23年度　西条市市民大学卒業記念講演会

問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

講師　えなカウンセリングスクール
　　　代表　南　修治氏
日時　３月４日㈰
　　　13時開場
　　　13時45分開演
場所　総合文化会館

※13時30分から市民大学卒業式を行います。

日　時 場　　所行　　事　　名

２月のスポーツカレンダー

４日　9：10

11日　9：00

11日　9：30

26日　9：00

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ佐々木則夫　サッカー教室

19日 13：00 県総合運動公園ニンジ
ニアスタジアムほかえひめスポーツデー

第51回西条市少年剣道大会

西条市スポーツ少年団
さよなら大会（バドミントン）

西条市長杯争奪バレーボール大会

東予体育館

市内小学校体育館

東予体育館

　

当
市
発
行
の
旬
菜
カ
レ
ン
ダ
ー

「
２
０
１
２
旬
彩
絵
暦
」
の
挿

絵
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
、
京
都
府

在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
赤
井

稚
佳
氏
の
原
画
展
。
期
間
中
に
は

赤
井
氏
と
料
理
評
論
家
の
門
上
武

司
氏
に
よ
る
楽
し
い
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
も
開
催
し
ま
す
。

【
赤
井
稚
佳
原
画
展
】

■
期
間
・
場
所

○
２
月
１
日
㈬
～
14
日
㈫　
　
　

　

東
予
総
合
支
所　

ロ
ビ
ー

○
２
月
16
日
㈭
～
29
日
㈬　
　
　

　

ひ
う
ち
会
館　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
３
月
２
日
㈮
～
15
日
㈭　
　
　

　

丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

ロ
ビ
ー

○
３
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮　
　
　

　

小
松
総
合
支
所　

ロ
ビ
ー

※
ひ
う
ち
会
館
以
外
は
、
土
・
日

　

曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

【
旬
彩
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
】

■
日
時　

２
月
18
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所　

　

ひ
う
ち
会
館　

２
階
展
示
室

■
定
員　

50
人
程
度

■
申
込
期
限　

２
月
10
日
㈮

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
込
先　

　

市
庁
舎
本
館
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
０

■
期
間　

　

２
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰

　

10
時
～
18
時

■
場
所　

　

総
合
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

■
内
容

　

ピ
カ
ソ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
か
ら
東

山
魁
夷
、
平
山
郁
夫
な
ど
歴
史
に

名
を
残
し
た
巨
匠
の
作
品
を
は
じ

め
、
２
０
０
点
余
り
の
絵
画
を
展

示
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

（福）
聖
風
会
（
河
村
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

１
１
２
３

ふ
る
さ
と
マ
ル
シ
ェ

デ
ラ
ッ
ク
ス
！

赤
井
稚
佳
旬
彩
カ
レ
ン
ダ
ー　

原
画
展
＆
旬
彩
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

聖
風
会　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画

現
代
国
際
巨
匠
絵
画
展

昨年の様子
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問
合
せ　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課

℡
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

■
日
時

　

３
月
18
日
㈰

　

開
場
13
時

　

開
演
13
時
30
分

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ

　

温
暖
化
と
地
球
異
常
気
象

　

私
た
ち
に
な
に
が
で
き
る
の
か

■
講
師

　

気
象
予
報
士
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
気
象

解
説
者　

村
山
貢
司
氏

■
定
員

　

３
７
０
人

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
主
催

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
西
条

■
申
込
先

○
阿
蘇

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

６
７
６
７

○
塩
出

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
８
８
０
２

■
日
時　

　

３
月
４
日
㈰　

14
時
～
16
時

■
場
所　

小
松
公
民
館

■
内
容　

英
語
の
遊
び
や
ゲ
ー
ム

で
外
国
人
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

■
対
象　

市
内
の
小
学
生

※
平
成
24
年
度
新
１
年
生
含
む
。

■
定
員

　

80
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

２
月
15
日
㈬
～
23
日
㈭
17
時

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
０
６

■
主
催　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

■
日
時

　

３
月
３
日
㈯

　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

　

総
合
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ

　

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

■
講
師

　

櫻
井
よ
し
こ
氏

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
整
理
券
配
布
期
間

　

２
月
２
日
㈭
～
10
日
㈮

　

９
時
30
分
～
15
時

※
水
・
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

■
整
理
券
配
布
・
問
合
せ

　

西
条
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
西
条
国
際
ホ
テ
ル
１
階
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
６

－

３
９
８
９

　
■
開
催
日

　

２
月
25
日
㈯
～
４
月
８
日
㈰

※
２
月
の
休
館
日

　

７
日
㈫
、
13
日
㈪
～
15
日
㈬
、

20
日
㈪
、
27
日
㈪

■
内
容　

宇
和
海
や
瀬
戸
内
海
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
漁
法
が
あ
り
ま
す
。

漁
具
や
模
型
、
映
像
な
ど
の
展
示

を
通
し
て
、
集
魚
灯
を
利
用
し
た

漁
業
を
紹
介
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
０

－

４
１
０
０

FUN

　

FUN

　

English

え
い
ご
で
de
あ
そ
ぼ
！

村
山
貢
司

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会

西
条
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

創
立
50
周
年
記
念
特
別
講
演

講師　村山貢司氏

総
合
科
学
博
物
館　

企
画
展　

光
で
魚
を
捕
る
漁
業

講師　櫻井よしこ氏

広報さいじょう　2012　２月号 20



■
開
催
日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
初
級
（
全
7
回
）

　

２
月
22
日
㈬
～
３
月
１
日
㈭

○
中
級
（
全
7
回
）

　

３
月
５
日
㈪
～
13
日
㈫

■
受
講
時
間　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

ワ
ー
ド
２
０
０
７
を
使

　

っ
た
文
書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

　

Ｘ
Ｐ
を
使
用
。

■
定
員

　

初
級
20
人　

中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

○
初
級　

１
１
０
０
円
程
度

○
中
級　

１
３
０
０
円
程
度

※
以
前
の
テ
キ
ス
ト
は
使
用
不
可
。

■
申
込
期
限　

２
月
14
日
㈫

■
申
込
先　

㈱
西
条
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

■
日
時

　

２
月
18
日
㈯　

14
時
～
16
時

■
内
容　

身
近
な
男
女
共
同
参
画

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
西
条
市
男
女

共
同
参
画
推
進
会
議
委
員
と
ゲ
ス

ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
場
所　

　

市
庁
舎
本
館
５
階
大
会
議
室

■
申
込
先　

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

男
女
共
同
参
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
０
６

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
数
分
間
に
、
応
急
手
当
を
す

る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

■
日
時

　

２
月
19
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
会
議
室

■
内
容

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

　

器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
の

　

講
習

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

■
パ
ソ
コ
ン
研
修　

○
エ
ク
セ
ル
実
務
操
作

　

2
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭

　

申
込
締
切
…
2
月
8
日
㈬

○
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
上

　

手
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

２
月
25
日
㈯
・
３
月
３
日
㈯

　

申
込
締
切
…
２
月
10
日
㈮

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

　

作
り

　

３
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

　

申
込
締
切
…
２
月
23
日
㈭

■
経
営
・
管
理
研
修

○
傾
聴
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

ス
キ
ル
を
学
ぶ
リ
ス
ニ
ン
グ
セ

　

ミ
ナ
ー

　

３
月
３
日
㈯

　

申
込
締
切
…
２
月
17
日
㈮

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

※
各
講
座
に
は
受
講
料
な
ど
が
必

　

要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

正
社
員
・
派
遣
社
員
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
で
就
業
し
て
い
る
方

を
対
象
と
し
て
、
雇
用
さ
れ
る
側

と
雇
用
す
る
側
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ル

で
あ
る
労
働
契
約
に
つ
い
て
解
説

す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

■
日
時　

２
月
２
日
㈭

○
第
１
回
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　

14
時
～
15
時
15
分

○
第
２
回
判
例
セ
ミ
ナ
ー

　

15
時
50
分
～
16
時
50
分

■
場
所　

東
京
海
上
日
動
火
災
保

険
㈱
愛
媛
支
店　

大
会
議
室
（
松

山
東
京
海
上
日
動
ビ
ル
８
階
）　

■
定
員　

各
回
50
人
程
度

■
申
込
先　

東
京
海
上
日
動
リ
ス

ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱

FAX
０
３

－

３
２
１
３

－

１
３
６
１

E ﾒｰﾙrk2011.sem
inar@tokiorisk.co.jp

※
申
込
用
紙
は
左
記
よ
り
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

URLhttp://w
w

w
.tokiorisk.co.jp./

sem
inar/etc20110822.htm

l

■
問
合
せ　

愛
媛
労
働
局
労
働
基

準
部
監
督
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
３

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

●日時　２月22日㈬　10時～13時
●内容　桃の節句料理（ハマグリの吸い物とひな
　　　寿司など）を作ります。
●講師　今治明徳短期大学調理専修　竹村竜二氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 1,500円　　●申込期限　２月15日㈬

●日時　２月25日㈯　10時～13時
●内容　おかずを手作りし、お弁当箱に詰めてお
　　　昼に食べよう。（親子ともお弁当箱が必要）
●講師　料理研究家　中村和憲氏
●定員　親子18組（応募多数の場合は抽選）
　　　　　　　　（親と一緒に料理のできる年齢）
●参加費　１組2,000円
●申込期限　２月17日㈮

【臨時休館】　２月13日㈪・27日㈪は清掃作業などのため休館します。

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

一
般
労
働
者
向
け

労
働
契
約
解
説
セ
ミ
ナ
ー
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■
対
象
者

　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

■
勤
務
時
間

○
臨
時　
　

原
則
１
日
８
時
間

○
パ
ー
ト　

１
日
４
～
６
時
間

※
勤
務
時
間
に
応
じ
て
社
会
保
険

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し
を

担
当
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
。

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

保
育
児
童
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
０

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

県
が
開
催
す
る
結
婚
支
援
イ
ベ
ン

ト
の
手
伝
い
や
交
際
フ
ォ
ロ
ー
を

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
員
を
募
集
し
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

※
婚
活
中
の
方
、
婚
活
関
連
業
の

　

方
は
ご
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
説
明
会
日
時
・
場
所

○
２
月
13
日
㈪　

13
時
30
分
～
15

時
30
分
・
18
時
30
分
～
20
時
30
分

　

松
山
商
工
会
館

○
２
月
15
日
㈬　

14
時
～
16
時

　

宇
和
島
き
さ
い
や
広
場

○
２
月
16
日
㈭　

13
時
～
15
時　

　

今
治
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
２
月
16
日
㈭　

18
時
～
20
時　

　

四
国
中
央
市
福
祉
会
館

■
応
募
方
法　

氏
名
、
電
話
番
号
、

説
明
会
の
参
加
希
望
会
場
を
、
メ

ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

E ﾒｰﾙoffice@
msc-ehime.jp

■
問
合
せ

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
３

－
５
５
９
６

　

定
時
制
課
程
は
中
学
校
を
卒
業

し
た
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
に
制
限

な
く
誰
で
も
出
願
で
き
ま
す
。

■
１
次
募
集

○
出
願
期
間

　

２
月
17
日
㈮
～
23
日
㈭
正
午

○
必
要
書
類

　

入
学
願
書
、
報
告
書
（
出
身
中

学
校
の
先
生
と
相
談
の
上
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

○
学
力
検
査

　

３
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

■
２
次
募
集

○
出
願
期
間

　

３
月
21
日
㈬
～
29
日
㈭
正
午

○
必
要
書
類　

１
次
募
集
と
同
じ

○
学
力
検
査　

４
月
４
日
㈬

■
編
入
学

○
関
係
書
類

　

学
校
へ
直
接
出
向
い
て
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
書
類
の
提
出
期
限

　

３
月
15
日
㈭
16
時

○
学
力
検
査　

３
月
22
日
㈭

■
問
合
せ　

西
条
高
校
定
時
制

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
０
３
０

■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

○
予
備
自
衛
官
補

　

一
般　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

　

技
能　

18
歳
以
上
で
国
家
資
格

　
　
　
　

等
を
有
す
る
も
の

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
（
平
成
25

年
3
月
大
学
卒
業
見
込
者
含
む
）

■
受
付
期
間

○
予
備
自
衛
官
補

　

４
月
４
日
㈬
ま
で

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　

２
月
１
日
㈬
～
４
月
27
日
㈮

■
試
験
日

○
予
備
自
衛
官
補　

４
月
13
日
㈮

　

～
16
日
㈪
の
う
ち
１
日

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　

一
般　

５
月
12
日
㈯

　

パ
イ
ロ
ッ
ト　

５
月
12
日
㈯
～

13
日
㈰

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

■
募
集
学
科
・
定
員
・
取
得
可
能
資
格

○
本
科
（
２
年
課
程
）

・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科　

110
人

　

介
護
福
祉
士
、
栄
養
士
な
ど

・
幼
児
教
育
学
科　

40
人

　

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
二
種

○
別
科
（
１
年
課
程
）

・
調
理
専
修　

40
人　

調
理
師

■
応
募
資
格

　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
20

歳
以
上
の
大
学
受
験
資
格
を
有
す

る
方
（
就
労
経
験
な
し
も
可
）

■
選
考
方
法

　

志
望
理
由
書
と
面
接
結
果

■
試
験
日
（
※
出
願
期
間
）

○
３
月
４
日
㈰

※
２
月
13
日
㈪
～
29
日
㈬

○
３
月
25
日
㈰

※
３
月
９
日
㈮
～
21
日
㈬

■
問
合
せ

　

今
治
明
徳
短
期
大
学　

入
試
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

２
２

－

７
２
７
９

　

東
予
学
舎
は
、
東
京
や
そ
の
周

辺
の
短
期
大
学
以
上
の
大
学
に
在

学
・
入
学
す
る
、
愛
媛
県
東
予
地

区
出
身
の
男
子
学
生
を
対
象
に
し

た
学
生
寮
で
す
。

■
募
集
人
員

　

15
人
程
度
（
選
考
委
員
に
よ
る

書
類
選
考
で
決
定
）

■
施
設
概
要

○
寮
舎　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
（
４
階
建
・
全
室
個
室
）

○
寮
費　

月
額
６
万
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

   

（
朝
夕
２
食
付
）

○
入
舎
前
納
金　

13
万
円

○
交
通　

京
王
線
西
調
布
駅
よ
り

　
　
　

徒
歩
７
分

■
応
募
期
間

　

３
月
25
日
㈰
ま
で

■
注
意
事
項

○
寮
費
な
ど
の
金
額
は
諸
般
の
事

　

情
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

○
申
込
受
付
順
に
随
時
選
考
し
、

　

定
員
に
達
し
た
場
合
は
募
集
を

　

打
ち
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

㈶
東
予
育
英
会　

東
予
学
舎

ＴＥＬ
０
４
２

－

４
８
８

－

６
２
６
１

URLhttp://d.hatena.ne.jp/touyo/

※
募
集
要
項
を
各
高
等
学
校
に
送

　

付
し
て
い
ま
す
。

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
募
集

市
立
保
育
所（
11
カ
所
）で
働
く

臨
時
・
パ
ー
ト
保
育
士
を
募
集

県
立
西
条
高
等
学
校

定
時
制
課
程
の
入
学
生
募
集

自
衛
官
募
集

資
格
取
得
を
め
ざ
す

社
会
人
学
生
募
集

東
予
学
舎　

舎
生
募
集
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平
成
24
年
度
の
入
会
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
仕
事

な
ど
で
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い

家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、
家
庭
的

な
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
遊
び

や
集
団
生
活
を
通
し
て
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
児
童

　

保
護
者
（
同
居
し
て
い
る
65
歳

未
満
の
祖
父
母
を
含
む
）
が
労
働

な
ど
で
昼
間
不
在
と
な
る
、
小
学

１
～
３
年
生
の
児
童

■
実
施
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

　

年
始
な
ど
は
お
休
み
し
ま
す
。

■
利
用
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教

材
な
ど
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

２
月
29
日
㈬
ま
で
に
、
左
表
の

児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
担
当
課
へ
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
提
出
場
所
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

働
く
指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が

不
足
し
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て

勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象　

原
則
と
し
て
保
育
士
資

格
ま
た
は
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

■
勤
務
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

　

年
始
な
ど
は
除
き
ま
す
。

※
土
曜
日
・
長
期
休
業
中
の
み
の

　

勤
務
も
可
。

■
申
込
方
法　

履
歴
書
、
保
育
士

証
ま
た
は
教
諭
免
許
状
の
写
し

（
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
）
を
提

出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
登
録
の
際
の
面
接
で
勤
務
条
件

の
希
望
を
お
伺
い
し
ま
す
）

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　市では「広報さいじょう」平成24年５月号から25年４月号に掲載する
有料広告と、市ホームページに平成24年４月から25年３月まで掲載する
有料バナー広告を、２月１日㈬から募集します。
　詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、総務課広報情報係へ
お問い合わせください。

応　市庁舎本館総務課
募　広報情報係
先　℡0897－52－1204

広報さいじょう ホームページ

申込期限

掲載位置

金　額

大きさ

枠　数 ４枠

３月12日㈪ ３月12日㈪ ３月１日㈭

１枠　１カ月３万円

裏表紙下段（カラー刷り） 裏表紙裏面下段（カラー刷り）

１枠　１カ月２万円 １枠　１カ月２万円

トップページ右側

２枠 ７枠

縦50ミリ×横86ミリ 縦50ミリ×横86ミリ 縦63ピクセル×横150ピクセル

西条児童クラブ 西条小学校
神拝小学校
大町小学校
玉津小学校
飯岡小学校
神戸小学校
橘小学校
禎瑞小学校
氷見小学校
周布小学校
吉井小学校
多賀小学校
旧壬生川中央幼稚園
国安小学校
東予西児童館
東予北地域交流センター
楠河小学校
旧庄内幼稚園
丹原福祉センター
田野公民館
旧来見集会所
徳田公民館
小松小学校
小松農村環境改善センター

神拝児童クラブ
大町児童クラブ
玉津児童クラブ
飯岡児童クラブ
神戸児童クラブ
橘児童クラブ
禎瑞児童クラブ
氷見児童クラブ
周布児童クラブ
吉井児童クラブ
多賀児童クラブ
壬生川児童クラブ
国安児童クラブ
吉岡児童クラブ
三芳児童クラブ
楠河児童クラブ
庄内児童クラブ
丹原児童クラブ
田野児童クラブ
中川児童クラブ

小松児童クラブ
徳田児童クラブ

石根児童クラブ

児童クラブ名地区

西条

東予

丹原

小松

設　置　場　所 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
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●市民愛蔵品展
　市民の方が所有している美術品を展示。
期間　２月５日㈰～19日㈰
●今治・朝倉・玉川ふるさとこみち展
　旧今治・朝倉・玉川地域に残る社寺、名木、史跡、石造
物、芸能などを紹介。
期間　２月23日㈭～３月30日㈮
●一閑張り作り教室－受講生募集－
　柿渋の自然素材を生かした作品を作ります。
日時　３月１日㈭・８日㈭　13時30分～15時30分
定員　16人（先着順）
材料費　200円
必要な物　竹製ざる
申込期限　２月21日㈫

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【２月休館日】月曜日、14日㈫

●工芸作品展
　仏像、組木細工、折り鶴、造花（ラビアンフラワー）、
木製のピザ皿、スプーンなどの作品を展示。
期間　２月８日㈬～22日㈬
●絵画展（前期）
　田野洋画教室、グループ「コスモス」による洋画と水墨
画を展示。
期間　２月26日㈰～３月10日㈯
●手作り凧展
　西条市子ども凧あげ大会に持ち寄った手作りの凧を展示。
期間　２月３日㈮まで

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日、11日㈯

【開館時間】９時～17時30分
【２月休館日】水曜日、13日㈪～21日㈫

●特別展示　収蔵品特集３　
　～伊予聖人 近藤篤山～
　伊予の小松藩を天下に示した
伊予聖人近藤篤山の資料を館蔵
資料を中心に紹介。小松に生き、
教育・文化の原点を築いた篤山
先生の直筆資料も展示。
期間　３月25日㈰まで

【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日、14日㈫

●特別展示　海揚りの有田焼
　館所蔵の海底から引き揚げた有田
焼を展示。
期間　２月１日㈬～26日㈰

●雛祭り人形と郷土玩具展
　恒例の郷土玩具と雛人形を展
示。併せて九州地方の古陶磁器、
天神飾りなどを展示。
期間　２月９日㈭～４月１日㈰

【開館時間】９時～16時30分
【２月休館日】月曜日、14日㈫

●飯積神社祭礼を中心にした祭り紙切りえ展
　市内在住の塩崎剛さんによるはさ
み切りえ展。１枚の紙を二つ折りに
した時から切りえの世界が始まり、
下絵を描かず頭の中でイメージした
太鼓台・神輿が形を現わしてきます。
金糸銀糸に飾られた豪華絢爛太鼓台
などをお楽しみください。
期間　２月１日㈬～26日㈰
●茶の湯に関する道具展
　氷見公民館で活躍している陶芸仲間の作品を展示。
日時　２月26日㈰まで　

【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日、14日㈫

主催・問合せ　愛媛・小松つばき会　℡0898－72－2631

　約200種の椿を展示

　椿に関するグッズの展示

　苗木の即売

　お茶の接待

けんらん

あが
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●市民愛蔵品展
　市民の方が所有している美術品を展示。
期間　２月５日㈰～19日㈰
●今治・朝倉・玉川ふるさとこみち展
　旧今治・朝倉・玉川地域に残る社寺、名木、史跡、石造
物、芸能などを紹介。
期間　２月23日㈭～３月30日㈮
●一閑張り作り教室－受講生募集－
　柿渋の自然素材を生かした作品を作ります。
日時　３月１日㈭・８日㈭　13時30分～15時30分
定員　16人（先着順）
材料費　200円
必要な物　竹製ざる
申込期限　２月21日㈫

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【２月休館日】月曜日、14日㈫

●工芸作品展
　仏像、組木細工、折り鶴、造花（ラビアンフラワー）、
木製のピザ皿、スプーンなどの作品を展示。
期間　２月８日㈬～22日㈬
●絵画展（前期）
　田野洋画教室、グループ「コスモス」による洋画と水墨
画を展示。
期間　２月26日㈰～３月10日㈯
●手作り凧展
　西条市子ども凧あげ大会に持ち寄った手作りの凧を展示。
期間　２月３日㈮まで

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日、11日㈯

【開館時間】９時～17時30分
【２月休館日】水曜日、13日㈪～21日㈫

●特別展示　収蔵品特集３　
　～伊予聖人 近藤篤山～
　伊予の小松藩を天下に示した
伊予聖人近藤篤山の資料を館蔵
資料を中心に紹介。小松に生き、
教育・文化の原点を築いた篤山
先生の直筆資料も展示。
期間　３月25日㈰まで

【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日、14日㈫

●特別展示　海揚りの有田焼
　館所蔵の海底から引き揚げた有田
焼を展示。
期間　２月１日㈬～26日㈰

●雛祭り人形と郷土玩具展
　恒例の郷土玩具と雛人形を展
示。併せて九州地方の古陶磁器、
天神飾りなどを展示。
期間　２月９日㈭～４月１日㈰

【開館時間】９時～16時30分
【２月休館日】月曜日、14日㈫

●飯積神社祭礼を中心にした祭り紙切りえ展
　市内在住の塩崎剛さんによるはさ
み切りえ展。１枚の紙を二つ折りに
した時から切りえの世界が始まり、
下絵を描かず頭の中でイメージした
太鼓台・神輿が形を現わしてきます。
金糸銀糸に飾られた豪華絢爛太鼓台
などをお楽しみください。
期間　２月１日㈬～26日㈰
●茶の湯に関する道具展
　氷見公民館で活躍している陶芸仲間の作品を展示。
日時　２月26日㈰まで　

【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日、14日㈫

主催・問合せ　愛媛・小松つばき会　℡0898－72－2631

　約200種の椿を展示

　椿に関するグッズの展示

　苗木の即売

　お茶の接待

けんらん

あが

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日、14日㈫

電子工作
七色ライト

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

小学生　３年生以下は保護者同伴　
定員：10人
材料費：500円　

小・中学生
小学１～３年生は初級コース将棋教室 26日㈰

13：30～15：00

太陽や星を見る会
太陽を見よう

４日㈯
10：00～12：00

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

４日㈯
10：00～12：00

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング

こどもの国　２月の行事予定表

毎週土曜日
11：00～11：30

おもしろ紙ねんど教室
オクトパス（たこ）合格！

５日㈰
13：30～15：30

小学生　定員：15人
材料費：200円
必要な物：エプロン

おもしろ竹細工教室
バランスとんぼ作り

12日㈰
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

ポーセラーツ
オリジナルの食器作り

19日㈰
13：30～15：30

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

フラワーアレンジメント

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

５日㈰
13：30～15：00囲碁教室

備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。

小学生　定員：20人
材料費：500円

エコクラフト
かんたんかご作り

４日㈯
13：30～15：30

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴
材料費：500円

グラスアート
キューブグラスねこちゃんバージョン

25日㈯
13：30～15：30

電子工作
不思議なライト

５日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：10人
３年生以下は保護者同伴

絵画教室 小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

18日㈯
10：00～12：00

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：15人　材料費：100円

18日㈯
13：30～15：30

工作教室
仲良しひなかざり

小学生
定員：30人　材料費：350円

19日㈰
10：00～12：00

パソコン教室
（５回シリーズ）

５日㈰～
毎週日曜日
14：00～16：00

小学４年生以上　定員：８人
４年生は保護者同伴
申込期限：２月３日㈮

５歳～中学生　定員：10人
材料費：250円　必要な物：エプロン
小学１～３年生は保護者同伴

染め物教室 11日㈯
13：30～15：30

毎週土曜日
14：00～14：30

▼　プラネタリウム情報　▼

ガチャピン・ムックのプラネタリウムで遊んじゃおう
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日の11時の１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

●夢いっぱい展～教育委員会・特別支援教育部会～
期間　２月８日㈬～15日㈬　
　　　８時30分～16時30分（最終日は15時まで）
場所　３階特別展示室

●木工教室
　基礎からの指導で、初めての方でも簡単に作れます。
日時　２月11日㈯・25日㈯　
　　　13時30分～15時30分
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　２月３日㈮・17日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　２月８日㈬・22日㈬　
　　　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展　グループどんぐり油絵作品展
期間　２月１日㈬～22日㈬

【開館時間】９時～22時
【２月休館日】月曜日、14日㈫

●市内小・中学生無料開放日
日時　２月４日㈯・11日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　２月25日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　当施設は水中モニターを設置しています。水中での動き
を映像にして、効果的に水泳フォームをチェックできます。
登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】10時～21時
【２月休館日】月曜日

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【２月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

●フォト・アクア　写真作品展
　西条市市民大学講座の
写真教室を受講した事を
きっかけに、平成５年に
結成された写真愛好家グ
ループ「フォト・アクア」
の作品展示。
期間　２月２日㈭～28日㈫　
　　　最終日は16時まで
場所　椿交流館

※３月の行事予定表は２月15日㈬からこどもの国にあります。
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●ニコニコクッキング「バレンタインチョコづくり」（要申込）
　２月12日㈰　10時～12時　　対象：小学生　　定員：10人
　場所：大町公民館　 必要な物：エプロン、ラッピング材料等
●リトミック（要申込）
　２月14日㈫　　定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　 　 １歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時40分～11時10分　２歳以上のクラス
●ゲーム遊び（要申込）
　２月18日㈯　14時～15時30分　 対象：小学生　 定員：15人
●世界ランキングの紙ヒコーキ（要申込）
　２月19日㈰　14時～15時30分　 対象：小学生　 定員：10人
　紙ヒコーキ滞空時間世界ランキング３位の名人がやってくる！
●西条・丹原児童館合同企画チャレンジカップ（要申込）
　２月25日㈯　14時～15時　 対象：小学生　 定員：20人

●茶道クラブ
　２月４日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●バレンタインチョコ作り（要申込）
　２月４日㈯　13時30分～15時　 対象：小学生　 定員：10人
　内容：チョコマドレーヌとデコトリュフを作ります
●人形劇「新・あかずきんちゃん」
　２月18日㈯　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　２月25日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●卓球大会（要申込）
　２月25日㈯　13時30分～15時30分
　対象：小学生　　定員：20人

●かんたん工作「バレンタインの立体カード」（要申込）
　２月４日㈯・12日㈰　10時30分～
　対象：幼児・小学生　　定員：各10人
●こども映画会「ハッピーフィート」
　２月25日㈯　13時30分～15時
●リトミック（要申込）
　２月29日㈬　10時30分～11時　
　対象：２歳～未就学児親子　　定員：10組

■乳幼児相談会（おしゃべりサロン内）
　２月７日㈫　10時～11時
　保健師と保育士による乳幼児相談など　必要な物：母子手帳
●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　２月８日㈬・15日㈬　16時～16時45分　　対象：小学生　
●バレンタインチョコ作り（要申込）
　２月12日㈰　10時～11時30分　　
　対象：小学生　　定員：20人
●西条・丹原児童館合同企画チャレンジカップ（要申込）
　２月25日㈯　14時～15時　 対象：小学生　 定員：20人

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【２月休館日】月曜日、11日㈯

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【２月休館日】西条図書館：29日㈬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東予図書館：月曜日、14日㈫、29日㈬
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、４日㈯～９日㈭、13日㈪、29日㈬　　　小松温芳図書館：水曜日、13日㈪～21日㈫

●３日・17日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
●10日・24日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●11日・25日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40
●５日・19日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　２月11日㈯　15時～16時　　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　２月15日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　２月15日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　２月11日㈯　14時～15時　　　　対象：幼児以上
　２月23日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会
　２月25日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

▲

特別館内整理期間に伴い次の日程で休館します
　東予図書館：３月５日㈪～12日㈪
　丹原図書館：２月３日㈮～10日㈮
　小松温芳図書館：２月13日㈪～22日㈬
　※整理期間中の図書館の図書は、予約・回送依頼ができません。
　※図書の返却はブックポストか開館している図書館をご利用ください。

●６日・20日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●14日・28日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00
●１日・15日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
新御堂児童公園　　　　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●８日・22日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40
●９日・23日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30
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　「西条市への意見書」を利用して、まちづくりや市のいろいろな事業などに対しての
ご意見・ご提言をお寄せください。
　回答を希望される場合は、必ず住所・氏名等をご記入ください。
　いただいたご意見等のうち「公開してもよい」の中から、氏名等を除いたうえ、公開
させていただくことがありますので、ご了承をお願いします。

<裏面に封筒の作り方を掲載しています>

該当する番号に○を
つけてください。

１．回答を希望する ２．回答を希望しない

２．公開を希望しない１．公開してもよい
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山　折 り 線

 

◆簡易封筒の作り方
○切り取り線に沿ってハサミ等で切り離してください。
○「谷折りの部分が内側」、「山折りの部分が外側」になるように折り曲げてください。
○のりしろ部分をのりづけして貼り付けてください。
◆以上で郵便封筒になりますので、切手を貼らずにそのまま投かんできます。
※料金受取人払の有効期限は平成24年３月31日までとなっていますので、それ以降につい
　ては切手が必要となります。

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
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　保存温度は０℃が適温です。乾
燥を防ぐためにビニールなどで密
閉して、野菜室ではなくチルド室
に入れます。豊富なビタミン類が
水に溶けだしやすいので、加熱す
るときは少量の水で蒸し煮にする
か、丸ごとラップに包んで電子レ
ンジで加熱しましょう。

　ブロッコリーをはじめ、緑黄色野菜はビタミンが
豊富です。特に、ブロッコリーに多く含まれるビタ
ミンＡ・Ｃ・Ｅは免疫機能を高める作用があり、風
邪やアレルギー症状の予防・改善に役立ちます。う
がい・手洗いと合わせて、緑黄色野菜を食べて、丈
夫な体づくりを心がけましょう。

緑黄色野菜で丈夫な体づくりを！

栄養士チェック
　ブロッコリーはビタミン、ミネラル、食物繊維をバランス
よく含む栄養的に優れた緑黄色野菜です。特にガン予防、風
邪予防に効果的なビタミンＣが豊富に含まれています。その
ほかにも、美肌効果、粘膜や骨の強化、便秘の改善、動脈硬
化や高血圧の予防、老化防止など、さまざまな効果が期待で
きます。

タンパク質 ‥‥‥‥‥‥ 10.4ｇエネルギー‥‥‥‥‥‥‥216kcal
脂肪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.8ｇ

栄養価（１人当たり）

材　料（４人分）

ブロッコリー‥‥‥‥‥‥‥ 120ｇ
ウインナー‥‥‥‥‥‥‥‥‥４本
海老‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４尾
ゆで卵‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１個

市販のタルタルソース‥‥大さじ４
スライスチーズ‥‥‥‥‥‥‥２枚
オリーブオイル‥‥‥‥‥‥‥適量
ブラックペッパー‥‥‥‥‥‥適量

作付面積：17ha
収穫量：136ｔ

①　ブロッコリーと皮をむいた海老はさっとゆでて水気を
　切る。
②　フライパンにオリーブオイルを熱し、ブロッコリーと
　ウインナーをいためる。
③　ゆで卵をフォークなどでつぶし、タルタルソースと混
　ぜ合わせる。
④　耐熱容器に②と海老を入れ、その上に③をかけ、スラ
　イスチーズをのせてオーブントースターで５分ほど焼く。
⑤　ブラックペッパーを振って完成。

　

濃
い
緑
色
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
白
い

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
ど
ち
ら
も
キ
ャ
ベ

ツ
の
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間
で
、
花
が
咲
く
前
の
栄
養
を
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だ
つ
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み
の
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と
や
、
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す
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と
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る
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彩
り
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美
し
さ
か
ら
も
、
毎
日
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も
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に
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た
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菜
の
一
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さ
の
中
で
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り
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っ
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小
さ
な
つ
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が
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も
よ
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れ
た
後
も
花
を
咲
か
せ
よ

う
と
す
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、
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く
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め
で

す
。

喜左衛門　料理長
首藤友志さん

ジュニア野菜ソムリエ
伊吹和子さん

　旬を活かし素材の持ち味を引き
出し、家族連れで楽しんでもらえ
るよう心がけています。
　また、自社工場で米粉のめんを
開発し地元の米の消費拡大にも力
を入れています。
　色鮮やかなブロッコリーは、茎
も甘みがあっておいしいので丸ご
と使いましょう。

喜左衛門 料理長

出
る

開
を
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1/8  新春に駆けた  耐寒マラソン大会

12/18  師走に駆けた  駅伝競争大会(西条会場)

　ひうち陸上競技場とその周辺道路をコースとして開催された耐
寒マラソン大会。一般男子５㎞の部など17部門に738人のランナ
ーが参加して、日頃の練習の成果を発揮し目標タイムをめざして
いました。号砲一発、新春の張り詰めた空気を引き裂いて駆け抜
けるランナーの背中に熱い声援が送られていました。

　ひうち陸上競技場とその周辺コー
スを会場とする駅伝競走大会が開催
され、今年も45チーム・ 301人のラ
ンナーが健脚を競いました。
　時折吹き抜ける冷たい北風に向っ
て走る選手の背中を、チームメイト
の汗の染み込んだタスキが後押しし
ているようでした。

12/11  竹俣　明 バドミントン 教室12/18  宇髙菜絵 柔道 教室

12/23  佐伯美香 バレーボール 教室1/8  アイクラブ ソフトボール 教室

次世代育成支援スポーツ事業　～ えひめ国体にむけ競技力の向上を！ ～

　小中学生を対象
とした教室が、バ
ドミントンジュニ
ア・スクールのヘ
ッドコーチとして
活躍中の竹俣明氏
を講師に招き開催
されました。
　まず、バドミン
トンに不可欠な俊
敏なフットワーク
を身につけるため
の体幹トレーニン
グから練習は始ま
り、その後ラケッ
トを手にして、ト
ップクラスの技術
と豊富な経験に裏
打ちされた的確な
指導をいただきま
した。

　当市のご出身で現在も国際
大会等で活躍している宇髙菜
絵選手を講師に迎え、小中学
生および高校生を対象とした
柔道教室が開催されました。
　宇髙講師は参加者一人ひと
りに声をかけ、また参加者は
講師の世界レベルの技術に少
しでも近づこうと真剣に指導
に耳を傾けていました。

　全日本クラブ女
子ソフトボール選
手権大会に県代表
として７年連続で
出場している「ア
イクラブ」の皆さ
んにご指導をいた
だいた教室が、ソ
フトボール経験の
ある女子中学生を
対象としてビバ・
スポルティアＳＡ
ＩＪＯで開催され
ました。
　「明るく、楽し
く、愛嬌良く！」
がモットーの同チ
ーム。厳しさの中
に笑顔もある内容
の濃いレッスンと
なりました。

　全日本女子バレーボールチ
ームのエースとしてアトラン
タ五輪に出場。その後、転向
したビーチバレーでもシドニ
ー五輪で４位入賞を果たした
佐伯美香さんが講師を務めた
バレーボール教室。
　今年は、同じくアテネ五輪
で活躍した大山加奈さんも指
導に加わり豪華なコーチ陣の
もと、参加者は世界水準の技
術を取得しようと懸命にボー
ルを追っていました。

▲
う
わ
っ
、抜
か
れ
た
！

▲
声
援
の
中
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
ラ
ン
ナ
ー

▲

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
も
使
っ
て
分
か
り
や
す
く

▲
指
導
を
聞
き
逃
す
ま
い
と
集
中
！

▲
こ
の
中
か
ら
全
日
本
の
エ
ー
ス
が
誕
生
す
る
か
も

▲
元
気
良
く
声
を
出
し
て
練
習
し
ま
し
た
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　市内26小学校の６年生
の代表児童60人が市役所
本庁に集い、昨年の夏休
みに参加した防災キャン
プ以降に、それぞれが取
り組んだ活動の成果を発
表しました。
　過去の災害について調
べたり地域を実際に歩い
て観察し学んだことなど
から、自分たちにできる
災害への対策や日ごろか
ら備えておくべきことな
どについて、具体的で建
設的な提案がなされまし
た。

　青年海外協力隊員として
モロッコに赴任する松木祐
依菜さん（朔日市）と、任
期を終えコスタリカから帰
国した柄本人志さん（喜多
川）が市役所を訪れ、それ
ぞれ抱負や成果などを話し
てくれました。
　松木さんは放射線技師の
資格を活かして２年間、現
地の病院で行政サービスに
関する指導を行うこととな
っています。
　松木さん、お体に気をつ
けて頑張ってください。柄
本さん、ご苦労様でした。

　古くから正月７日に七草粥を食べ邪気を払うという風習があり
ますが、その七草粥を無料でふるまうイベントが市内各所で開催
されました。
　これは国内有数の出荷量を誇る西条産品の「七草」をＰＲしよ
うとＪＡ西条が企画したもので、ＪＲ伊予西条駅前広場でも多く
の方が温かい七草粥を食べながら無病息災を願っていました。

　石鎚ピクニック園地
を会場とするスノーカ
ーニバルin石鎚も、今
回が10回目の節目の開
催。
　当日は寒波の来襲に
より厳しい寒さとなり
ましたが、子どもたち
はソリ競争や雪玉ダー
ツなど白銀の世界の遊
びに元気爆発！また大
抽選会や○╳クイズで
は、当選番号や正解が
読み上げられるたびに
大きな歓声が雪山にこ
だましていました。

12/13  JICAボランティア市長表敬訪問12/19  自らできる防災対策を 子ども防災サミット

12/25  白銀の世界 スノーカーニバル in 石鎚1/7  西条産品でおもてなし 春の七草粥をどうぞ

西条市の未来を担う青年の新しい人生の門出を祝福  ～ 平成24年 成人式 ～　

　丹原文化会館と総合文化会館を会場とした平成24年の西条市成人式は、穏やかな初春の日差しのもとでの開催となりました。
　両会場を合わせて約１千人の新成人が出席した式典では、まず西条踊り「ISHI-ZUCHI」の演舞がオープニングアトラクションとし
て披露され、ダンスグループの小学生からお祝いのメッセージも贈られました。また、出席者の代表による「成人の主張」の発表で
は、保護者や友人などに対するこれまでの感謝の気持ちや、将来に向けた決意や抱負などが力強く述べられました。
　式典後も、記念撮影をしたり旧友との再会を楽しんだりと、生涯に一度きりの節目の日を満喫していました。

▲
 

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登
場
！

▲

各
校
代
表
が
研
究
成
果
を
発
表

▲

赴
任
す
る
松
木
さ
ん

▲

帰
国
し
た
柄
本
さ
ん

▲「
郷
土
西
条
を
盛
り
上
げ
る
」と
力
強
く
謝
辞

▲
 

謝
辞
で
は「
世
界
を
守
っ
て
い
く
」と
の
決
意
が

▲
 

七
草
粥
を
食
べ
て
元
気
に
大
き
く
な
あ
れ

▲

丹
原
文
化
会
館

▲
 

総
合
文
化
会
館

▲

 丹原文化会館で
　　 司会進行役を務めた皆さん

▲ 総合文化会館で
　　 司会進行役を務めた皆さん

▲ ｢人の役に立つ人間になること」
　との夢をもって

▲ 「自分の生き方に誇りを持てる
　人間になりたい」と抱負が

▲ 「信じたことに後悔しないように
　生きていきたい」と決意を

▲ 「感謝を忘れない人になれるよ
　うに歩もう」と語りかけました

広報さいじょう　2012　２月号31



　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは。2010年９月から２年間の任期で、JICAシニア海外
　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティアとしてメキシコに赴任している西条市出身の松木昭
　　　　　　　　　　　　　　　　二です。任地は、首都メキシコ・シティから少し北にあるケレタ
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ市。ユネスコの世界文化遺産にも指定されている歴史ある美し
　　　　　　　　　　　　　　　　い街、そして人々のやさしい街です。職場では握手で一日が始ま
り、毎日何十回も握手をしなくてはならないのですが、ほんわかムードの良い人間関係が保たれてい
ます。また、好奇心から地元のダンスの会をのぞいてみたところ、メンバーの方々にスムーズに仲間
として受け入れていただきました。赴任当初は初めて触れる文化や慣習に戸惑うこともありましたが、
今ではメキシコ生活を十分に楽しんでいます。
　ケレタロを含むメキシコ中央高原には工業都市が点在していますが、中小企業の経営者の多くは、
経営ビジョンや戦略を始め、生産性向上、生産管理等に関する意識が低く、十分な知識を持っていな
いため、新しい技術を導入してもそれが収益の向上につながって行かないという問題を抱えています。
こういった背景から、次の３点、「１．管理会計、設備投資に関する経済（採算）性」、「２．生産
管理と生産診断チェックリスト」、「３．経営戦略の形成と計画経営」を私の2年間の活動テーマと
して設定し、配属先のカウンターパートに対して基本理論の講習とそれに関連したOJTを実施してい
ます。配属先のコンサルティング能力の向上と得意先企業の収益性の改善、ひいてはメキシコ経済の
発展に、少しでもお役に立ちたいという気持ちで日々の活動に取り組んでいます。
※カウンターパート：国際協力の場で、現地で受け入れを担当する機関や人物
※ＯＪＴ：「On the Job Training」の略で、実務経験を通じて仕事に必要な知識や技術を身に着け
　　　　　るトレーニング方法のこと

▲シニア海外ボランティア
　松木　昭二さん

松木隊員からの報告
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ふ
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振
っ
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名
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話
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て
く
だ
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小
・
中
学
校
の
９
年
間
も
学
習

し
て
お
き
な
が
ら
、
他
人
事
に
し

か
考
え
て
い
な
か
っ
た
人
権
問
題
。

し
か
し
、
あ
る
時
生
涯
忘
れ
ら
れ

な
い
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。

　

畑
仕
事
の
好
き
な
祖
父
が
ガ
ン

に
な
っ
た
。
手
術
後
少
し
ず
つ

弱
っ
て
き
た
祖
父
は
、
ベ
ッ
ド
の

上
で
グ
ロ
ー
ブ
み
た
い
な
手
袋
を

は
め
ら
れ
た
り
、
両
手
を
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

た
。
点
滴
が
外
れ
な
い
た
め
に
仕

方
の
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、

ち
ょ
っ
と
窮
屈
そ
う
だ
っ
た
。

　

看
護
師
さ
ん
は
、
祖
父
の
身
体

を
て
い
ね
い
に
拭
い
た
り
、
朝
に

な
れ
ば
、
パ
ジ
ャ
マ
を
着
替
え
さ

せ
て
く
れ
て
い
る
。
自
分
の
力
で

は
食
べ
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
食

事
を
、
看
護
師
さ
ん
が
食
べ
さ
せ

る
ふ
り
を
し
て
い
た
の
で
、
な
ぜ

そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
聞
い
て

み
る
と
、
「
人
は
手
や
身
体
が
動

か
な
か
っ
た
り
食
事
が
で
き
な
く

て
も
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
な
生

活
を
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
よ
」

と
言
わ
れ
た
。

　

亡
く
な
る
少
し
前
、
看
護
師
さ

ん
は
祖
父
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散
髪
を
し
て
く
れ
た

り
、
イ
ン
プ
ラ
ン
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を
し
た
自
慢

の
歯
を
磨
い
た
り
し
て
く
れ
た
。

　

そ
の
頃
の
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は
、
目
を
つ

む
っ
て
寝
て
ば
か
り
の
状
態
で
、

何
も
反
応
が
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
そ
こ
ま
で
す
る
の
か
不
思
議

だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
ふ
と
思
っ
た
。
祖
父

は
返
事
が
で
き
な
い
だ
け
な
ん
だ
。

動
け
な
い
だ
け
で
、
あ
と
は
自
分

た
ち
と
全
く
変
わ
ら
な
い
の
だ
。

祖
父
は
今
生
き
て
い
る
の
だ
。
そ

う
思
う
と
自
分
が
恥
ず
か
し
か
っ

た
。
他
人
で
あ
る
看
護
師
さ
ん
の

方
が
ず
っ
と
親
切
で
、
ず
っ
と
祖

父
の
こ
と
を
理
解
し
、
思
っ
て
く

れ
て
い
た
の
だ
と
気
が
つ
い
た
。

寝
た
き
り
の
祖
父
を
人
間
と
し
て

見
て
く
れ
て
い
る
。
涙
が
出
そ
う

だ
っ
た
。

　

僕
は
今
で
も
後
悔
し
て
い
る
。

祖
父
が
元
気
だ
っ
た
頃
、
も
っ
と

た
く
さ
ん
話
を
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

恥
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
を
し
て

い
く
か
ら
見
て
い
て
欲
し
い
、
と

胸
張
っ
て
祖
父
に
言
い
た
い
。

　

人
間
を
人
間
と
し
て
看
取
る
の

も
ま
た
人
間
だ
。
人
間
が
こ
の
世

に
生
ま
れ
て
、
そ
の
生
命
が
尽
き

る
瞬
間
ま
で
、
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
人
生
が
、
実
は
最
も
幸
せ

な
人
生
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

■
個
人

○
太
田
ハ
ジ
メ
（
福
武
）

○
越
智　

賢
（
三
津
屋
）

○
砂
田
宏
司
（
三
津
屋
南
）

○
砂
田
壽
江
（
三
津
屋
南
）

○
山
本
康
文
（
喜
多
台
）

○
佐
伯　

勇
（
丹
原
町
丹
原
）

■
各
種
団
体

○
愛
媛
県
東
予
地
方
局
課
税
課

○
黒
住
教
周
布
教
会
所
婦
人
部

○
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
寿
〃

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
亀
川
設
備
工
業
㈱

○
い
き
い
き
歌
体
操
吉
岡
サ
ー
ク
ル

○
か
れ
ん
美
容
室

○
丹
原
地
区
愛
護
班
連
絡
協
議
会

○
西
中
ナ
イ
タ
ー
利
用
者
協
議
会

○
桜
樹
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
会

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
条
地
区
第
12
団

○
小
松
あ
ざ
み
会

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

図書カードが寄贈されました

　昨年12月20日に、住友重機械労働組合連合会愛媛地方
本部から、市内の小・中学校へ図書カードが寄贈されま
した。
　同組合からは学校図書充実のために、毎年図書カード
の寄付をいただいています。

人権擁護委員が委嘱されました

　１月１日付で、法務大臣から次の方が人権擁護委員に
委嘱されました。

　○篠原紀昭氏（今在家）・・・再任

　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき委嘱された
私たちの街の相談パートナーです。
　暮らしの中での悩みや心配事、困り事のある方は、お
近くの人権擁護委員にご相談ください。
相談は無料で、秘密は固く守られます。
　人権相談は毎月実施しており、日
程や実施場所は、定期無料相談（35
ページ）に掲載しています。

問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243

最後まで　人間として
丹原高等学校　1年　寺町友亨№87
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■行政相談
○２月７日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○２月14日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○２月28日㈫　９時～12時　桜樹公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○２月14日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○２月17日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線217

■人権相談
○２月16日㈭　13時～17時　神拝公民館　
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は２月１日㈬～）
○２月８日㈬・22日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○２月15日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は14頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　２月21日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険出張相談
　２月８日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■社会保険等相談
　２月９日㈭　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■お酒の悩み相談
　２月22日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日始除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※２月18日㈯　10時～12時　らっこ・はうす（東予南保育所内）
　でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　２月15日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　２月16日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

■無料不動産相談
　２月10日㈮　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■不動産無料相談
　２月８日㈬　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

　確定申告の書き方指導など、税に関する相談に税理士がお
答えします。
日　時　２月４日㈯　10時～16時　
場　所　総合福祉センター３階会議室１（もてこい元気館）
問合せ　四国税理士会伊予西条支部
　　　　広報担当：髙井　℡0898－72－3390

税の無料相談会

　土地・建物の登記、相続、近隣関係などの相談に応じます。
日　時　２月12日㈰　10時～15時
場　所　松山地方法務局西条支局（受付：１階総務係）
担当者　法務局職員、公証人、人権擁護委員、司法書士、土
　　　　地家屋調査士
問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0897－56－0188

全国一斉！法務局休日相談所
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２月の乳幼児相談

10日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

７日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

９日㈭　９：30～11：00　東予南地域交流センター

14日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

２日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

６日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：９時～11時

○中央保健センター　２月３日㈮

○東予保健センター　２月10日㈮

○丹原保健センター　２月24日㈮

○小松保健センター　２月17日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆精神保健相談（要予約）

　２月27日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　２月28日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■２月の献血日程
◆西条市民病院

　２月８日㈬　15時～16時30分

◆東予地区トラック運送事業協同組合

　２月17日㈮　13時30分～16時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

２月の乳幼児健康診査

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

丹原 丹原

23日㈭
21日㈫

28日㈫

15日㈬
９日㈭

７日㈫
16日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成23年10月１日～
10月31日の出生児

平成23年10月１日～
11月30日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年７月１日～
７月31日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年１月１日～
１月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

▼食事のツボ講座　２月・３月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

３月16日㈮

３月５日㈪

３月１日㈭

３月９日㈮

２月17日㈮

２月６日㈪

２月２日㈭

２月10日㈮

カロリー編バランス編 受講時間

元気だからこそ健康診査を受けましょう！

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

▼野菜を食べよう教室　２月・３月の日程等　　※申し込みは１週間前まで受付

中央保健センター 15人

東予保健センター 15人

２月29日㈬

３月14日㈬

場所・申込先

講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

開催日 定員 受講時間

　12月に完了認定証を交付した方は次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
○川上元章（朔日市）　　　○髙橋　滋（丹原町今井）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
○越智　昭（丹原町関屋）
○石原トヨミ（丹原町池田）
○安藤藤江（丹原町丹原）
○髙橋惇子（丹原町今井）
◆九州１周コース（1,840㎞）
○山内昌子（実報寺）

　西条市は県内のほかの市町に比べてＨｂＡ１ｃ値が高い方が多いようですが、ＨｂＡ１ｃとは何なのでしょう。
　ＨｂＡ１ｃは過去１～２カ月の血糖状態を表します。Ｈｂ（ヘモグロビン）は赤血球中に存在し、身体の隅々まで
酸素を運ぶ役割を担っています。赤血球の寿命は４カ月と言われ、その間に赤血球は身体を巡ります。そして血液中
に余分なブドウ糖があるとヘモグロビンとブドウ糖は結合していきます。
　このＨｂＡ１ｃは値が高いほど余分なブドウ糖が血液中に多い（高血糖状態）ということを示し、糖尿病の診断に
用いられます。糖尿病は、動脈硬化を進行させ、狭心症・心筋梗塞・脳梗塞がおこる確立を高くします。
　より健康な生活を送るために年１回は健康診査を受けましょう。

　平成22年度に西条市の特定健康診査を受診された方の人数は、６,６０１人でした。
　受診された方の有所見者の割合を愛媛県の平均と比較したところ下のような結果がでました。

Ｈｂ（ヘモグロビン）Ａ1ｃで自分の血糖状態に注意しよう!!

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

腹 囲

比較結果：県平均とほぼ同じ

０ 20 40 60 80 100

30.4％ 69.6％

70.3％29.7％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

中 性 脂 肪

比較結果：県平均とほぼ同じ

０ 20 40 60 80 100

20.1％ 79.9％

79.0％21.0％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

ＨＤＬ（善玉）コレステロール

比較結果：県平均とほぼ同じ

０ 20 40 60 80 100

5.2％ 94.8％

94.6％5.4％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

ＬＤＬ（悪玉）コレステロール

比較結果：県平均とほぼ同じ

０ 20 40 60 80 100

58.1％ 41.9％

42.3％57.7％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

血 圧

比較結果：県平均より西条市の方が低い

０ 20 40 60 80 100

51.6％ 48.4％

46.0％54.0％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

ＨｂＡ１ｃ（過去１～２カ月の血糖状態）

比較結果：県平均より西条市の方が高い

０ 20 40 60 80 100

57.3％ 42.7％

46.8％53.2％
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２月の乳幼児相談

10日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

７日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

９日㈭　９：30～11：00　東予南地域交流センター

14日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

２日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

６日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：９時～11時

○中央保健センター　２月３日㈮

○東予保健センター　２月10日㈮

○丹原保健センター　２月24日㈮

○小松保健センター　２月17日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆精神保健相談（要予約）

　２月27日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　２月28日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■２月の献血日程
◆西条市民病院

　２月８日㈬　15時～16時30分

◆東予地区トラック運送事業協同組合

　２月17日㈮　13時30分～16時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

２月の乳幼児健康診査

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

丹原 丹原

23日㈭
21日㈫

28日㈫

15日㈬
９日㈭

７日㈫
16日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成23年10月１日～
10月31日の出生児

平成23年10月１日～
11月30日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年７月１日～
７月31日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年１月１日～
１月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

▼食事のツボ講座　２月・３月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

３月16日㈮

３月５日㈪

３月１日㈭

３月９日㈮

２月17日㈮

２月６日㈪

２月２日㈭

２月10日㈮

カロリー編バランス編 受講時間

元気だからこそ健康診査を受けましょう！

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

▼野菜を食べよう教室　２月・３月の日程等　　※申し込みは１週間前まで受付

中央保健センター 15人

東予保健センター 15人

２月29日㈬

３月14日㈬

場所・申込先

講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

開催日 定員 受講時間

　12月に完了認定証を交付した方は次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
○川上元章（朔日市）　　　○髙橋　滋（丹原町今井）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
○越智　昭（丹原町関屋）
○石原トヨミ（丹原町池田）
○安藤藤江（丹原町丹原）
○髙橋惇子（丹原町今井）
◆九州１周コース（1,840㎞）
○山内昌子（実報寺）

　西条市は県内のほかの市町に比べてＨｂＡ１ｃ値が高い方が多いようですが、ＨｂＡ１ｃとは何なのでしょう。
　ＨｂＡ１ｃは過去１～２カ月の血糖状態を表します。Ｈｂ（ヘモグロビン）は赤血球中に存在し、身体の隅々まで
酸素を運ぶ役割を担っています。赤血球の寿命は４カ月と言われ、その間に赤血球は身体を巡ります。そして血液中
に余分なブドウ糖があるとヘモグロビンとブドウ糖は結合していきます。
　このＨｂＡ１ｃは値が高いほど余分なブドウ糖が血液中に多い（高血糖状態）ということを示し、糖尿病の診断に
用いられます。糖尿病は、動脈硬化を進行させ、狭心症・心筋梗塞・脳梗塞がおこる確立を高くします。
　より健康な生活を送るために年１回は健康診査を受けましょう。

　平成22年度に西条市の特定健康診査を受診された方の人数は、６,６０１人でした。
　受診された方の有所見者の割合を愛媛県の平均と比較したところ下のような結果がでました。

Ｈｂ（ヘモグロビン）Ａ1ｃで自分の血糖状態に注意しよう!!

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

腹 囲

比較結果：県平均とほぼ同じ

０ 20 40 60 80 100

30.4％ 69.6％

70.3％29.7％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

中 性 脂 肪

比較結果：県平均とほぼ同じ

０ 20 40 60 80 100

20.1％ 79.9％

79.0％21.0％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

ＨＤＬ（善玉）コレステロール

比較結果：県平均とほぼ同じ

０ 20 40 60 80 100

5.2％ 94.8％

94.6％5.4％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

ＬＤＬ（悪玉）コレステロール

比較結果：県平均とほぼ同じ

０ 20 40 60 80 100

58.1％ 41.9％

42.3％57.7％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

血 圧

比較結果：県平均より西条市の方が低い

０ 20 40 60 80 100

51.6％ 48.4％

46.0％54.0％

■：有所見　■：正常

西条市

県平均

ＨｂＡ１ｃ（過去１～２カ月の血糖状態）

比較結果：県平均より西条市の方が高い

０ 20 40 60 80 100

57.3％ 42.7％

46.8％53.2％

広報さいじょう　2012　２月号37



５
㈰
11
㈯
12
㈰
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㈰
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㈬
２
㈭
３
㈮
４
㈯
６
㈪

20
㈪

７
㈫
８
㈬
９
㈭

23
㈭

10
㈮
13
㈪
14
㈫
15
㈬

16
㈭
17
㈮
18
㈯

21
㈫
22
㈬

24
㈮
25
㈯
27
㈪
28
㈫
29
㈬

９時から18時まで

18時から22時まで 18時から22時まで

18時から22時まで
日

日 日

内　　　科

内　　　科

外　　　科

外　　　科 内　　　科 外　　　科

内　　　科 外　　　科

26
㈰

休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院

山林火災予防運動実施

忘れない　山への感謝と　火の始末忘れない　山への感謝と　火の始末忘れない　山への感謝と　火の始末 平成24年全国山火事予防運動統一標語

　山林火災から貴重な森林資源を守るため、次の点に注意してください。
○たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消すとともに、投
　げ捨てはしない。
○枯れ草等のある場所では、火災が起きやすいのでたき火はしない。
○強風時および乾燥時には、たき火、火入れはしない。
○火気を使用する場合は、周囲の可燃物に十分注意し、使用後は完全に
　消火する。

２月５日㈰～５月31日㈭
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新
春
第
１
回
目
の
ご
あ
い
さ
つ

は
、
私
の
地
元
で
あ
る
神
戸
・
釜

の
口
か
ら
で
す
。

　

昨
年
10
月
号
で
紹
介
し
た
豊
臣

秀
吉
に
よ
る
四
国
征
伐
で
の
戦
い

の
一
つ
「
天
正
ノ
陣
」
で
も
有
名

な
高
尾
城
、
そ
の
初
代
城
主
だ
っ

た
石い

し
か
わ
げ
ん
だ
ゆ
う

川
源
太
夫
は
、
文
武
と
も
大

変
に
優
秀
な
人
で
し
た
。
が
、
東

予
地
方
の
本
城
で
あ
る
高
峠
の
重

臣
ら
は
、
彼
を
恐
れ
な
が
ら
も
警

戒
す
る
あ
ま
り
、
む
し
ろ
嫌
悪
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、天
文
20
（
１
５
５
１
）

年
５
月
４
日
、「
お
殿
様
よ
り
の

お
招
き
じ
ゃ
」
と
偽
っ
て
呼
び
出

し
た
源
太
夫
と
長
男
の
源げ

ん
ご五
や
従

者
ら
を
、
神
戸
村
の
木
挽
原
と
い

う
在
所
で
騙
し
討
ち
に
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
端
午
の
節
句
で
、
あ
ち

こ
ち
に
祝

い
わ
い
の
ぼ
り

幟
を
掲
げ
る
た
め
の
大

竿
が
林
立
し
て
お
り
、
高
峠
の
重

臣
た
ち
率
い
る
刺
客
集
団
は
、
こ

れ
を
利
用
し
て
叩
き
伏
せ
て
か
ら

一
斉
襲
撃
し
た
そ
う
で
す
。

　

源
太
夫
父
子
は
、
小
者
ま
で
数

え
て
も
30
に
も
充
た
な
い
無
勢
な

が
ら
、
一
歩
も
退
か
ず
奮
戦
し

き
っ
た
の
ち
に
全
員
が
討
ち
死
に

し
た
と
、
伝
わ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
父
子
と
従
者
を
哀
れ

ん
だ
村
人
は
、
つ
い
に
大
竿
を
立

て
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
い
、
こ

の
風
習
を
在
所
の
旧
家
で
は
現
在

も
遵
守
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
源
太
夫
の
御
魂
を
『
大お

た
ち
き

太
刀

君の
お
お
か
み

大
神
』、
源
五
や
従
者
ら
の
御

魂
は
『
小こ

た
ち
き
の
お
お
か
み

太
刀
君
大
神
』
と
し
て
、

現
在
で
も
釜
の
口
に
て
奉
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
目
印
は
、「
西
条
の

巨
樹
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
ム

ク
ノ
キ
。

　

こ
の
銘
木
は
ね
、
私
が
幼
い
こ

ろ
に
は
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の
秘

密
基
地
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

平成23年12月末日現在
住民基本台帳登録数（　）内は前月比

人　口　114,355 人（－ 8人）

　男　　  54,846 人 （＋ 4人）

　女　　  59,509 人 （－12人）

世　帯　  48,519世帯(＋18世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　30歳を迎えた昨年から始めた10年
日記の１年目が終わりました。２年
目になると、去年の今日はこんなこ
とをしていた、あんな人と会ってい
たなど思い出すことができて、日記
を書く楽しさと、読む面白さで２倍
楽しめます。
　あと９年分の余白には、新しい家
族と楽しい出来事をたくさんつづっ
ていきたいと思います。
　365日×９年＝3288日（うるう年
含む）にどんな未来が待っているの
か…一人妄想をめぐらせたお正月に
なりました。　　　　　　　（Ｒ） 高峠城主石川伊予守は源太夫らを哀れみ、保国寺で

弔った後、このムクノキの下に埋葬したそうです。

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.78　コウノトリ（西条に飛来した珍鳥）
　全長112㎝、国の特別天然記念物。かつては全国に生息した
が、現在ではまれな冬鳥。兵庫県豊岡市では人工飼育して自然
復帰させる計画を進めている。西条市には2009年と2010年の２
月に２回、西予市宇和町で越冬し豊岡市へ帰る途中で河原津・
北条・蛭子の農耕地と加茂川河口に立ち寄り観察されました。
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

２

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【２月休館日】 毎週月曜日、14日㈫

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【２月休館日】 毎週月曜日、14日㈫

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

２

水 大ホール

大ホール

チャリティー現代国際巨匠絵画展　（18時まで）

土

大ホール

大ホール

市教育委員会学校教育課 ℡0897－52－1640

寺田歌謡教室 ℡0898－68－7240

めぐみ幼稚園・保育園　おゆうぎ会土25

10：00 社会福祉法人聖風会 ℡0897－57－1123

めぐみ幼稚園・保育園

10～

12

金～

日

13：30

9：00

第３回西条市子ども防災サミット ※一般の参加者は小ホールで聴講８

４ 8：30 神拝保育園 ℡0897－55－3052

西条市民吹奏楽団（髙畑）

総合文化会館

℡090－3461－7570

神拝保育園発表会

無　料
Ｓ席：4300円
Ａ席：4000円

無　料

無　料

無　料

無　料

日 大ホール10：00寺田歌謡教室・知里歌謡教室　合同歌謡祭19 9：30 無　料

大ホール

小ホール

火21 18：00 18：30

9：30

桂歌丸・春風亭小朝二人会 ℡0897－53－5500

℡0897－55－3442

日19 14：0013：25

9：00

大ホール西条歌謡同好会　カラオケ発表会日26 西条歌謡同好会（伊藤）無　料10：00 ℡0897－56－52589：30

第20回西条市民吹奏楽団定期演奏会

期間　３月23日㈮～31日㈯　９時～17時 （休館日を除く）

場所　丹原文化会館小ホール
●姫だるま制作体験教室　
　31日㈯　①10時～／②13時30分～　
　参加費：1500円　
　事前予約優先（申込みは丹原文化会館へ）
●お話し会　31日㈯　13時～13時20分

２/21　18時30分開演
　総合文化会館大ホール
入場料 全席指定
　Ｓ席 3800円
　　　　（当日4300円）　
　Ａ席 3500円
　　　　（当日4000円）
　※未就学児の入場はご遠慮
　　ください。

火

総合文化会館・丹原文化会館ほかにてチケット発売中！

３/10　　１回目：11時30分／２回目：14時30分
　総合文化会館大ホール
入場料　各2800円（全席指定）
　　　　※２歳以上有料
プレイガイド　総合文化会館、丹原文化会館、
愛媛新聞社事業部、いよてつ髙島屋プレイガ
イド、明屋書店（今治本店・MEGA西の土居店
・川之江店）、ローソンチケット（Ｌコード
67221）、イープラス、ジェイエムピー

ⒸＮＨＫ・ＳＣ
ⒸＮＨＫ・ＳＣⒸＮＨＫ・ＳＣ

土
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